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1。 本書は、平成24年度に委託を受けた、松江赤十字病院別棟建設に伴う松江城下町遺跡 (母衣町

127‐ 2、 128、 198-1)の発掘調査報告書である。

2,本書で報告する発掘調査は、平成24年度に松江赤十字病院から松江市孜育委員会が依頼を受け、

財団法人松江市教育文化振興事業団が実施した調査である。

3.本調査地の名称、及び所在地は次のとおりである。

(名 称) 松江城下町遺跡 [母衣町12粋2(A棟 )、 母衣町128(B棟 )、 母衣町198-1(保育棟)]

(所在地) 島根県松江市母衣町127番地2、 母衣町128番地、母衣町198番地1

4。 開発面積、現地調査の期間及び調査面積は次のとおりである。

[開 発 面 積]1905,7ゴ (A棟489,7〆  B棟767∬  保育棟649ド )

[試 掘 調 査]平 成24年 5月 1日 ～平成24年 5月 2日

トレンチ 3本 3.75ド 徹棟)2.7∬ (B棟 )4.5ぽ (保育棟 )

[本発掘調査]平 成24年 7月 17日 ～平成24年 7月 27日  82.4∬ 徹棟基礎杭部分 )

平成24年 7月 30日 ～平成24年 8月 7日 73.5ぽ (保育棟基礎杭部分)

平成24年 8月 8日 ～平成24年 8月 29日  191,1∬ (B棟基礎杭部分 )

平成24年 9月 3日 ～平成24年 9月 10日  138.7ぽ 伍棟地中梁部分 )

平成24年 9月 18日 ～平成24年 9月 21日  134ド (保育棟地中梁部分:市荻委立会 )

平成24年 9月 27日 ～平成24月 10月 ■日 207.4ド (B棟地中梁部分 )

5。 調査組織は以下のとおりである。

[平成24年度]試 掘調査

調査主体者  松江市教育委員会 教育長 福島律子

事 務 局  松江市教育委員会文化財課 文化財課長 錦織慶樹

″      調査係長  赤澤秀則

調 査 員  主任 川上昭一、副主任 川西 学、副主任 徳永 隆

調査補助員  金森みのり (嘱託 )、 高橋真紀子 (嘱託 )

小川真由美 (嘱託 )、 岩橋康子 (嘱託 )

遺物整理員  荻野哲二 (嘱託 )

[平成24年度]本 発掘調査

事 務 局  松江市教育委員会 教育長 福島律子

文化財課長 錦織慶樹、調査係長 赤澤秀則

専門企画員 曽田 健、主任 川上昭一

調査実施者  財団法人 松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬

常務理事 松浦克司、事務局長 原 成美
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埋蔵文化財課長 藤原 博、調査係長 古藤博昭

専門企画員 後藤哲男 (事務担当)

調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財課 企画幹 今岡一三

調 査 員  小山泰生 (担当者 )

調査補助員  渡邊真二

遺物整理員  小原明美

6.調査に携わった発掘作業員

木村 司、岩成敏章、中村慎市

7.本書に掲載した遺物の復元・実測・浄書、遺構の浄書は以下のものが行った。

渡邊真二、金坂 昇、小原明美、木村由希江

8.発掘調査及び報告書の作成にあたっては以下の方々や機関から有益なご助言、ご協力、資料の提

供を頂いた。記して感謝の意を表したい。 (順不同、敬称略 )

株式会社四門 文化財事業部 文化財研究室主任研究員 鈴木裕子

国立大学法人熊本大学 埋蔵文化財調査センター 埋蔵文化財調査員 石丸恵利子

財団法人米子市教育文化事業団 埋蔵文化財調査室 主任調査員 佐伯純也

島根県立古代出雲歴史博物館 学芸員 澤田正明

島根県教育庁文化財課 埋蔵文化財調査センター 阿部賢治

松江歴史館 学芸員 新庄正典

9。 本書に掲載した現場写真、遺物写真は小山が撮影した。

また、木簡の赤外線写真にあたっては、島根県古代出雲歴史博物館の協力をいただいた。

10。 本報告書の執筆・編集は、松江市教育委員会文化財課の協力を得て、小山が行った。

■.本書における方位は平面直角座標北を示し、座標値は世界測地系に準拠した平面直角座標系第Ⅲ

系の値である。また、レベル値は海抜標高を示す。

12.本書における土器区分・分類・編年は以下を参照した。

陶磁器編年 :『九州陶磁の編年一九州近世陶磁学会10周年記念』九州近世陶磁学会2000

焼塩壼編年 :小川 望「時期別の様相」『焼塩壼と近世の考古学』同成社2008

13。 本書で使用した遺構記号は次のとおりである。

SK:土坑 SD:清 SB:建物 SP:柱京・ピット SE:井戸 SS:礎石

SW:石垣 T:ト レンチ

14.出土遺物、実測図及び写真等の資料は、松江

市教育委員会において保管している。

15。 遺物の部位名称は、右記の図を参照。

16.遺物図版における縮小率は、原則として陶磁

器 。土師質土器・瓦は1/3、 木製品は1/4、 銭貨

イよ1/2と 片ヽる。
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第 1節 調査に至る経繕と経過

第 1章 調査に至る経緯と関連調査
第 1節 調査に至る経緯と経過
平成24年 4月 17日 に松江市教育委員会文化財課 (以下、当課とする)において、松江市母衣町地内

に予定されている松江赤十字病院別棟建設工事についての事前協議がなされた。別棟は母衣町127番

地 2に松江赤十字病帥   (以下、対東)、 母衣町128番地に松江赤十字病院B棟 (以下、B棟 )、 母衣町

198番地 1に松江赤十字病院保育棟 (以下、保育棟)の 3棟を建設する計画である。本工事の計画範

囲にあたる母衣町は、城下町として江戸時代に整備され、内山下と呼ばれる外堀の内側に位置する上

級・中級武士の屋敷が置かれた場所であり、計画地は未調査地であることからも、何らかの調査が必

要である旨を回答した。

平成24年 4月 19日付で試掘調査依頼書が提出されたので、当課において平成24年 5月 1日 に棘 ・

保育棟、同5月 2日 にB棟の工事計画範囲内にそれぞれトレンチを1箇所ずつ設定して試掘調査を実

施した。

試掘調査の結果、 3箇所全ての トレンチで遺物や遺構面を検出したことから、開発予定地に松江城

下町遺跡が遺存していることが確認された。これにより、遺跡に影響が及ぶ工事は、建物基礎杭部分、

地下ピット部分、地中梁部分であると判断した。

さて、松江の城下町は盛土造成が繰り返され現在の地表面に至っており、影響が及ぶ遺構面の数や

時代は工事の内容によって違っており、今回の建物予定地によっても違いがみられた。基本的には『工

事で影響が及ぶ遺構面について調査を実施することとし、影響の無い遺構面については現状保存とす

る。』『本発掘調査面積が確保できる建物基礎杭部分・地下ピット部分は本調査を実施し、工事深度が浅

い地中梁部分については、工事掘削により遺構面に影響が及ぶ第 1面までを本調査で対応する』という

方針を島根県教育庁文化財課と確認し、遺跡の保護と調査面数を減らすべく事業者との協議に臨んだ。

数度にわたる協議の結果、遺跡への影響を最小限にとどめるべく計画変更にご協力いただけること

となり、変更した設計書を添付した文化財保護法第96条による届出が 6月 13日 に提出された。変更設

計では、地中梁部分については江戸時代初期の堀尾氏の遺構面は現状保存が可能となった。これによ

り、A・ B棟は基礎杭と地下ピット予定地について 2面分の本調査と地中梁予定地 1面分の本調査、保

育棟については基礎杭予定地の本調査を実施することとなった。

本発掘調査は財団法人松江市教育文化振興事業団に委託し、平成24年 7月 17日 から同10月■日まで

の間で実施した。また、保育棟地中梁部分の調査については当初、掘削が地下に影響を及ぼさない工

事計画におさまる範囲であったため調査は必要なしとしていたが、基礎杭部分の調査において試掘調査

で想定された遺構面よりも浅い位置で礎石が並んで検出されたことから、当市文化財課が主体となり礎

石の連続性を確認するために平成24年 9月 18日 から同 9月 21日 の計 4日 間、工事立会調査を実施した。

この他、棘 ・保育棟の道路側溝に張り付いた石組水路の天端石が撤去されることとなり、平成24

年 8月 2日 に棘 東辺部分の石組水路を、平成24年 8月 20日 に保育棟西辺部分の石組水路の工事立会

調査を実施し、現況を記録に残した。



第 1章 調査に至る経緯と関連調査

第 2節 調査の範囲と方法
本発掘調査は、工事に先立ち、地下に影響を及ぼす建物基礎杭部分と地下ピット設置部分の調査を

行った。その後、建物基礎部分に杭打ちが行われ、基礎杭と基礎杭とを連結する地中梁工事の掘削に

併せて地中梁部分の調査を実施した。調査箇所の順序は工事の進捗との兼ね合いもあり、A4A→保育

棟→B棟の順に行った。また、各調査区内で工事により影響のある部分に本調査区を設定した。各調

査区の呼称は便宜的に牛 OOで表記し、その頭に各調査地のアルファベットを付記している。(A棟=

A・ B棟 =B・ 保育棟=H)

遺構番号は遺構を検出した段階で任意に設定し、調査終了後の整理作業において、それぞれ棟ごとに

連呑で振り直した。土層観察は原則として北壁及び西壁を基本としているが、壁面が軟弱な場合や湧水な

どにより崩落した場合においては、観察可能な壁面の実測を行った。作業内容は、遺構検出状況写真撮影

→遺構の半我・完掘→完掘写真撮影→土層断面図化→土層観察→平面図作成→レベリング作業を行った。

用東 (建物基礎杭 。地下 ビッ ト部分及び地中梁部分 )

A棟の発掘調査は、建物予定地内489.7だ のうち、地下に影響を及ぼす基礎杭工事部分82.4ド と地中

梁工事部分138,7ぽ を対象としている。基礎杭工事部分において、杭打ちにより遺構面に影響のある部

分に調査区を12箇所 (A―Tl～ A―T12)設定し、地下ピットで遺構面に影響のある部分に調査区を 1箇

所設定して本調査を行った。掘削について、現地表下の撹乱層の除去及び第 1遺構面上面の保護層10

cmま では重機による掘削を行い、以下は人力によって第 1遺構面まで掘り下げ、精査・遺構検出を行

った。第 1遺構面検出後、さらに、第 2遺構面上面の保護層10cmま で重機による掘削を行い、以下は

人力によって第 2遺構面まで掘り下げ、精査・遺構面検出を行った。第 2遺構面検出後、最終的には

サブ トレンチを設定し、 I層 (旧地表面)の確認作業を実施した。地中梁部分の調査は掘削工事に併

せて、掘削深度床面となる第 1遺構面までの本調査を行った。A棟の調査成果は、第 3章で詳述する。

B棟 (建物基礎杭・地下 ビッ ト部分及び地中梁部分 )

B棟の発掘調査は、建物予定地内767ド のうち、地下に影響を及ぼす基礎杭工事部分191.1ド と地中梁

工事部分207.4ド を対象としている。基礎杭工事部分において、杭打ちにより遺構面に影響のある部分

に調査区を20箇所 (B T2、 B T4～ T18、 B―T別～21、 B―T23～ 24)設定し、地下ピットで遺構面に

影響のある部分に調査区を3箇所設定して本調査を行った。掘削について、現地表下の撹乱層の除去

及び第 1遺構面上面の保護層10cmま では重機による掘削を行い、以下は人力によって第 1遺構面まで

掘り下げ、精査 。遺構検出を行った。第 1遺構面検出後、さらに、第 2遺構面上面の保護層10cmま で

重機による掘削を行い、以下は人力によって第 2遺構面まで掘り下げ、精査・遺構検出を行った。第

2遺構面検出後、最終的にはサブ トレンチを設定し、 I層 (旧地表面)の確認作業を実施した。地中

梁部分の調査は掘削工事に併せて、掘削深度床面となる第 1遺構面までの本調査を行った。B棟の調

査成果は、第 4章で詳述する。

保育棟 (建物基礎杭部分及び地中梁部分 [市教育委員会立会調査 ])

保育棟の発掘調査は、建物予定地内649ドのうち、地下に影響を及ぼす基礎杭工事部分73.5∬ を対象と

している。基礎杭工事部分において、杭打ちにより遺構面に影響のある部分に調査区を15箇所 (H Tl～

2



第2節 調査の範囲と方法

H T15)設定して調査を行った。掘削について、現地表下の撹乱層の除去及び第 1遺構面上面の保護層10

cmまでは重機による掘削を行い、以下は人力によって第 1遺構面まで掘り下げ、精査・遺構検出を行った。

また、当初は 1面だけの調査だったが、第 2面が想定されていた深さよりも浅い位置 (基礎杭部分工事

の掘削深度床面より上)で検出されたため、都合 2面の調査を実施した。このため、地中梁工事において

も遺構面に影響が及ぶことが判明し、地中梁部分の調査は松江市文化財課が主体となり、第 1面で検出

した礎石の連続性を確認するために立会調査を実施している。保育棟の調査成果は、第 5章で詳述する。

(写真提供 :島根県松江県土整備事務所)

、ヤ :
X=-58200

尋
Xと-58400

松江城と調査地

第 1図 調査地位置図 (1:12000)



第 1章 調査に至る経繕と関連調査

市道米子殿町線

０
甘
卜
０
∞
＝
井

場車
　
　
　
　
　
　
´

駐院病字対江松

洋試掘トレンチ

A棟

|

第 2図 ０

―

―

‐

００図置

‐
―

配区査調

第 3節 試掘調査・石組水路立会調査
試掘調査

棘 試掘調査は、既存の建物を避けて駐車場部分に1.5m×2.5mの トレンチを1本設定して行った。調査

の結果、3面の遺構面を確認した。第 1遺構面は、現況地表面 (標高1,9m)下約0.5mの灰褐色粘質土層

(第 5層)上面で、江戸時代木～明治時代の陶磁器が出土している。第 2遺構面は、現況地表面下約0.82m

の黄灰色シルト質土層 (第 6層)上面で、城下町第 1整地層以降の嵩上げ造成上と考えられる。第 3遺構

面は、現況地表面下約1.15mの青灰色シルト質粘土層 (第 9層)上面で、江戸時代初期造成土の盛土層と

考えられ、杭や掘立柱建物の柱を検出した。現況地表面下約1.6mで旧地表面 (第10層)を確認している。

B棟試掘調査は、既存の建物を避けて試掘可能な部分に1.5m× 1.8mの トレンチを 1本設定して行っ

た。調査の結果、現況地表面 (標高2.Om)下 0,4mで南北に向かう石列を検出した。浅い地点での検出

であり、江戸時代後期の所産と考えられ、検出した位置から屋敷を区切る石組水路の一部を検出した

可能性が高い。これ以下には粘質土が堆積しており、途中に砂層を混じえる。地表面から約2.3m(標

4

口
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第3節 「IIt掘調査・石組水路立会調査

高約-0.3m)ま で掘削を行ったが、松江城下町遺跡で広く認められる黒褐色粘質土の旧地表面 (I層 )

は検出されなかった。よって、この地点に石組水路が築かれる以前の城下町造成当初の素掘りの大溝

が埋設している可能性が高いものと推察された。

保育棟試掘調査は、既存の建物を遊けて駐車場部分に1.5m× 1.8mの トレンチを 1本設定して行った。

調査の結果、4面の遺構面を確認した。第1遺構面は、現況地表面 (標高2.Om)下0.4m付近の茶灰色砂

質土層 (第 5層)上面で、廃棄土坑を検出した。第 2遺構面は、現況地表面下0.6m付近の灰色砂質土と

黄褐色土の混合土 (第 6

層)が確認され、上面は

整地面として捉えた。第

3遺構面は、現地表面下

1,06mの黄褐色粘土 (第

9層)上面で礎石を検出

した。第 4遺構面は、現

地表面下1.57mの 緑灰色

‐ 1面

← 2面
H=100m

‐ 3覇野

← 旧地表面

H=200m  保育棟

← 1面

← 石垣構築面か

41屁覇

+2面

+3面

← 4面

十 旧地表面

土層 (第 12層)上面で礎
1 アスファルト1 7スフアルト
2砕石石を検出した。また、現   2砕 石
3淡褐色土(貝多く含む)3大礫 (現代の造成土)
4灰褐色土 (炭含む)4暗灰色砂質上層地 表 面 下 2.45mで植 物 遺    (ビ ニ_ルを含む現代の土層)  5責 灰砂買粘賃上
6淡緑灰色粘質土5灰褐色粘質土層

′卜   7灰 色砂層体 を 合 む 黒 色 有 機 物 層   G責 灰色土(山土)靖灰色シ几
  8淡 緑灰色粘質土(資灰色上が多い)
′卜   (植 物遺存体を含む)7責灰色上 (山土)十青灰色シプι
    9灰 白色砂層を検出している。これら   (青灰色シルトが多い)
10暗灰色粘質上8灰色砂層

の試掘調査の結果、開発   9黄 褐色粘土層
10黒色有機物層(I層 )
11灰色細砂層(I層 )予定地に松江城下町遺

跡が遺存していることが

第3図 試掘調査土層断面図確認された。

石組水路立会調査

A棟・保育棟の道路側溝に張り付いた石組水路天端石部分が撤去されることとなり、立会調査を行

った。

齢 石組水路調査は、敷地内の東辺部分に現存していた石組水路西側の天端石、南北長 6mを対象と

し、記録・図化を実施した。石組水路の天端は標高2.Om前後で平坦に揃えて据えられ、現存する石組の

目地にコンクリート補強がされていることから、多少の撹乱や改変を受けているものと推察された。石組

石材は、ほぼ大海崎石で積み込みは切込接ぎであった。なお、天端石以外の下段の石材は現地に地下保

存されるため、調査は行っていない。保育棟石組水路調査は、敷地内の西辺部分に現存していた石組水

路東側の天端石、南北長17mを対象とし、記録・図化を実施した。石組水路の天端は標高2.Om前後で平

坦に揃えて据えられ、現存する石組や裏込め部分I迅棟石組水路と同様に石組の目地にコンクリートが混

ぎっており、多少の撹乱や改変を受けているものと推察された。石組石材は、ほぼ大海崎石で積み込みは

切込接ぎであった。なお、天端石以外の下段の石材は現地に地下保存されるため、調査は行っていない。

1 アスファ)レト
2砕石
3真砂土
4黒褐色砂質土層
(現代の上層)
5茶褐色砂質土層
6灰色砂質土+黄褐色粘土
(灰色砂質上が多い)
7灰色砂質土+黄褐色粘土
(黄褐色上が多い)
8灰色砂賃上十責褐色粘土
(灰色砂質上が多い)
9黄褐色粘土層 (山土)
10灰色砂層
11黄褐色粘土層 (山土)
12緑灰色土層 (山上)
13黒色有機物層(I層 )

0   1:50  1m



第 2章 位置と環境、および武家屋敷の変遷

第 2章 位置と環境、および武家屋敷の変遷
第 1節 地理的環境
松江城下町は、島根県東部の松江平野中央に位置し、北を島根半島、南を中国山地、西を宍道湖、

東を中海に囲まれるという立地である。松江平野は、原始時代、外海とつながっていた宍道湾が形成

した砂州および中国山地から流れ出る河川によって作られた沖積地である。そのため宍道湖周辺部は

標高が低い低湿地であった。

島根半島を含む松江平野の上層層序は、古いところから古浦層、成相寺層、牛切層、古江層、松江

層、中海層から成り立っている。松江平野の基盤は、新第二紀の堆積岩および貫入岩からなる松江層

である。

遺跡のあり方に影響を与えるような大きな変化として、出雲平野を西流して外海に注いでいた「斐

伊川」が江戸時代の寛永年間 (1624～ 1643年)に東へ流れを変え宍道湖に注ぎ込むようになったこと

が挙げられる。当然、宍道湖の水位は上昇したと考えられ、低湿地に位置する松江城下町にとってそ

の影響は軽微ではなかったと推測される。

また、城下町が形成された松江平野は、大雨や河川の氾濫等に起因する洪水に幾度もみまわれてい

たことが文献にみられる。近年の松江城下町遺跡発掘調査成果から、江戸時代を通して大規模な屋敷

地造成を数回行っていることや、江戸時代から現在までの間に、平均約1.5mの嵩上げ造成を行ってい

たことが明らかとなっている。こうした造成を行い、洪水などの災害に対処していたものと思われる。

松江市地形写真 (空中写真)(1947年 11月 3日 撮影 :国土地理院 )
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第 2節 周辺の歴史的環境
本遺跡は、松江城本丸から南東約650mに位置する江戸時代の城下町遺跡である。さらに広域にみる

と、松江平野の北西部に位置している。この平野部には周知されている原始 。古代の遺跡は少なく、

ここでは周辺部を合めた中世以降の城館や遺跡について、若千触れておく。 (第 4図 )

中世の松江

この頃の出雲国の政治・経済的中心地は、広瀬町 (現 :安来市広瀬町)にあった。このため、広瀬

町から約17kmも離れた松江に関する文献史料は少なく、よく分かっていない。近世以前の松江は 8世

紀頃からあまり変化がなく、沼や浅い湖が残る湿地帯が広がり、中世になると宍道湖沿いの砂州上に

「末次」・「白潟」といった「郷」があったとされている。
註1

戦国時代の「末次」は、末次氏が治めていた。永禄6年 (1563年 )に末次氏が毛利氏から末次森分

や市屋敷等をあてがわれていることから、木次荘内に定期市が立ち、市場集落が形成されていたと思

われる。
註2

また、永禄13年 (1570年 )の尼子復興戦では尼子・毛利両軍の争奪戦の舞台となった。

「白潟」は、中国の明代に著された [壽海図編』 (明の嘉靖41年 :1562年)の中に出雲地方の港湾の

ひとつとして「失Hall吟噂 (白潟)」 と記載されている。また、毛利氏が河村又二郎なる人物を自潟。末

次 。中町の磨師・塗師・鞘師などの司に任じていることから、この地に商人・職人の集団が存在し、

町場が形成されていたことがうかがえる。
註3

周辺の中世以降の主な城館

1松江城下町遺跡(母衣町12卜2・ 128。 198-1)

2松江城(末次城)3白鹿城跡 4真山城跡
5和久羅山城跡 6茶臼山城跡 7荒隈城跡

8満願寺城跡

9松江城下町遺跡(殿町287・ 279)

10荒隈城跡(4ヽ十太郎地区)11舎人遺跡

12薦津殿山城跡 13高柳城跡

14海老山城跡 15大高丸跡

16高つぼ山城跡 17小 白鹿城跡

18ヨゴメダカ遺跡 19堂頭山城跡

20川津城跡 21稲葉山城跡

22二保山城跡 23城処城跡

24城山城跡 25西城ノ前遺跡

26東城ノ前遺跡 27石台遺跡

28中竹矢遺跡 29天満谷遺跡

30市場遺跡 31黒田館跡 32下黒田遺跡

33黒口畦遺跡 34出雲国造館跡

35布志名焼窯跡群 36布志名城山城跡

第4図 周辺の主な中世以降の城館跡 。遺跡位置図
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松江城 (2)は松江平野の北西端部に位置する標高約28mの亀田山に築かれた輪郭連郭複合式平山城で

ある。関ヶ原の戦い後、慶長 5年 (1600年)に堀尾芯氏が出雲・隠岐両国24万石を拝領し、父吉晴と共

に安来市広瀬町の月山富田城に入った後、慶長12～16年 (1607～ 16■年)にかけて築いたとされている。

縄張りは亀田山の最高所に本丸があり、そこに五層六階の望楼式の複合天守をもち、本丸周縁には櫓を配

置して高石垣をめぐらしている。さらに天守東側に二之丸、二之丸下ノ段、南側に三之丸、西側に腰郭を

配置し、これらの外側に内堀をめぐらす。なお、中世において亀田山には末次城があったとされる。
註4

白鹿城跡 (3)イよ松江城の北西約 3筵mの ところに位置し、松江市街地北側にある北山山脈から派生

する白鹿山に築かれた中世山城である。戦国時代には出雲の戦国大名尼子氏の重要な支城であり、安

芸の戦国大名毛利氏との雲芸攻防戦の舞台となる。城は白鹿山頂上部の平坦地を主郭とし、険しい地

形を活用し大小の郭を設置する。

真山城跡 (4)は白鹿城跡の北隣に位置し、「雲陽軍実記」によると平安時代末期に築かれたとの伝承が

ある。毛利元就が白鹿城を攻めた時に、元就の次男吉川元春が向城として陣を置き、自鹿城陥落後は毛利

氏による周辺支配の拠点となる。その後、尼子復興戦では尼子軍の手に落ちるが、尼子氏の出雲出国後に

再び毛利氏の手に戻り、江戸時代を迎え破却される。城は尾根伝いに郭を築き、土塁や石積みも見られる。

和久羅山城跡 (5)は松江城の東約 5 kmの ところにある、標高約262mの和久羅山に築かれた中世山

城跡である。城主は当初、尼子方の原田氏であったが、毛利氏の手に落ち、尼子復興戦の折には再び

尼子方の羽倉氏が城主となり、尼子氏出雲出国以後に再度毛利氏の手に帰した。城は中海・宍道湖を

はじめ松江市街が一望できる和久羅山の最高所に 4つの郭をもち、腰郭や虎口がある。

茶臼山城跡 (6)イま松江城の南東約 6 kmの ところにある、標高約172mの茶臼山に築かれた中世山城

である。

築城年代や城主は定かではないが、「雲陽誌」には雲芸攻防戦の際に村上伯者守が興ったとされて

いる。茶臼山の最高所に主郭を持ち、その東西を別の郭で囲まれ、さらにその外側の東西に尾根を遮

断する堀切が掘られ、山の斜面には連続竪堀群がある。

荒隈城跡 (7)イよ松江城の西約1.5kmの ところにある荒隈山に築かれ、雲芸攻防戦における毛利軍の

前線測点として築かれた中世山城である。また、宍道湖北岸沿いに築かれたこの城は、宍道湖一帯の

水運や流通機能を取り込んでいた。

満願寺城跡 (3)イよ宍道湖北岸に接し、宍道湖の水運を掌握する水軍の拠点でもあった湯原氏の居

城とされ、当初は尼子方に属していたものの、毛利元就の出雲進出により毛利方に属した。また、雲

芸攻防戦での争奪の舞台ともなった。城の主郭部分には横堀があり、宍道湖に面する斜面には階段状

遺構も認められる。

表1 主な中世山城の城主の変遷
城 名 城主の移り変わり

白鹿城 尼子氏の居城 (尼子十旗のひとつ)→毛利氏
真山城 吉川氏 (毛利方)→毛利氏→尼子氏→毛利氏
和久羅山城 原田氏 (尼子方)→毛利氏→羽倉氏 (尼子方)→毛利氏
茶臼山城 城主不明

荒隈城 毛利氏の前線捌点

満願寺城 湯原氏 (尼子方)→湯原氏 (毛利方 )



第 2節 周辺の歴史的環境

ほりお   きょうごく   まつだいら
江戸時代の松江藩主の移り変わり (堀尾氏・京極氏・松平氏の出雲国統治)

慶長 5年 (1600年 )、 関ヶ原の戦いで武功を上げた堀尾忠氏に出雲・隠岐両国が与えられ、遠江国

浜松 (現 :静岡県浜松)か ら父吉晴と共に月山富田城に入った。慶長12～ 16年 (1607～ 16■年 )、 吉

晴が早世した忠氏の遺志を受け継いで亀田山に松江城を築き、孫忠晴や家臣と共に広瀬から松江へ移

って来る。堀尾氏は33年間出雲・隠岐国を統治し、松江城下町建設の基礎を築いたが、嗣子無く二代

で断絶となった。

続いて、寛永11年 (1634年 )、 若狭国小浜 (現 :福井県小浜)か ら出雲へ入国した京極忠高が松江

藩主となるが、寛永14年 (1637年 )に逝去、一代で断絶となる (半年後に播磨国龍野 6万石で再興 )。

忠高は、わずか 3年余りの統治であったが、その間に治水工事や殖産興業を行うなど、その治績は大

きかった。

寛永15年 (1638年 )、 信濃国松本 (現 :長野県松本)か ら入国した松平直政が松江藩主となり、明

治維新を迎えるまでの233年間、松平氏十代にわたり藩政は続いた。

本報告書における各期の年代表記については、下記の表 (表 2)に示すよう設定した。ただし、堀尾

期についての時期区分は、下記の表では堀尾氏が出雲・隠岐両国を拝領した1600年を統治の開始時期

としたが、松江城下町遺跡発掘調査においては、堀尾氏が松江城築城・城下町建設を開始したとされ

る1607年から断絶する1633年までの期間を便宜的に堀尾期とした。検出遺構面及び遺構内出土遺物を

詳細に検討した結果、各期の遺構面の年代観や時期決定は各調査区のまとめで詳述することとする。

表 2 松江藩主の時期区分

時代 安土桃山時代
江戸時代

萌冶時代
初期/   前期 中期 |1鐵 |′第珠

世紀 16世紀 17世紀 18世紀 19世 紀 20世紀

西暦 160041 ,700年 1800年 1900笠手

松江藩主の変遷

醐
田中 |  |

1    京極期●034～ 1697年 )|              |

1回  |   |

|

遺跡周辺の状況 爾選鰈繭駿麟
――
                  城下町                    _1聾 堕瑾瑾踵璽踵騒鋲

※堀尾氏が広瀬から松江へ移つたのは1608年 である

堀尾家 (外様 ) 京極家 (外様) 雲 州松平家 (親藩 )
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第 5図 松江藩主の系図と家紋 (藩史大辞典をもとに一部改変し作成 )



第 2章 位置と環境、および武家屋敷の変遷

明治以降の城下町

松江藩は、明治 4年 (1871)の廃藩置県で松江県を経て島根県となる。明治22年 (1889)に松江市

政が始まり、県庁所在地として発展し現在に至る。明治時代に入り、それまでの武家地は、そのまま

公共施設に利用されたり、広大な土地は細かく短冊状に分筆されたりして庶民の住宅地へと移り変わ

っていく。現在でも通りや路地、外堀、内堀、釣型路等が残っており、江戸時代の町割りの面影を見

ることができる。

表3 松江とその周辺に関わる略年表
和暦 (年 ) 西暦 (年 ) 松江とその周辺に関わる略年表 主な出来事

天文 9 1540 尼子詮久 (晴久 )、 安芸遠征

天文 11 1542 大内義隆、出雲侵攻 富田城に迫るも大敗

永禄 3 1560 尼子晴久逝去 桶狭間の戦

永禄 5
つ
々
盗
υ
民
υ

もうりことなり            あらわい
毛利元就、出雲侵攻 荒隈城を築く

永禄 6
●
０
資
υ
民
υ 毛利元就、白鹿城を攻略する

永禄 9 1566
よじひさ  ひでひき  ともひさ

富田城開城 尼子義久・秀久・倫久らが毛利元就に降伏

元亀元 1570 毛利輝元、出雲国布部山で山中幸盛 (鹿介)を破る 姉川の戦

元亀 2 1571 尼子氏 出雲より撤退

慶長 5 1600 堀尾忠氏、徳川家康から出雲・隠岐両国24万石を拝領 し、父吉晴と

共に広瀬の富田城に入る
関ヶ原の戦

慶長 9 1604 堀尾忠氏逝去、吉晴が孫忠晴を後見する

慶長12 1607 松江城の築城開始、城下町の造成が始まる

慶長13 1608 堀尾吉晴、広瀬から松江へ移る

慶長16 1611 6月堀尾吉晴逝去、年末に松江城完成、城下町が形成される

慶長19 1614 堀尾忠晴、大坂冬の陣に出陣する 大坂冬の陣

元和元 1615 堀尾忠晴、大坂夏の陣に出陣する 大坂夏の陣

寛永10 食
υ 堀尾忠晴逝去、堀尾氏嗣子なく断絶する

寛永11
つ
じ
会
υ 京 極忠高、徳ナII家光から出雲・隠岐両国26万 4千 2百石を拝領し、

若狭国小浜より出雲へ入国

寛永13
６つ
υ
ｒ
υ 忠高、石見銀山を幕府から預かる

寛永14
Ｏ
υ
盗
υ 京極忠高逝去 天草・島原一揆

寛永15 1638 松 平直政、徳川家光から出雲国18万 6千石を拝領 し (隠岐国は預

り地 )、 信濃国松本より出雲へ入国

明治 2 1869
きだやす

松平定安、藩知事に任命 版籍奉還

明治 4 1871
も り

松江・広瀬・母里の 3県を合併し、島根県となる 廃藩置県

明治22 1889 松江市誕生

lθ



第 3節 絵図資料にみる調査地の変遷

第 3節 絵図資料にみる調査地の変遷 (第 6図・表 4)
今回の調査地は、松江市母衣町127番地 2(A棟 )、 128番地 (B棟 )、 198番地 1(保育棟)に所在 し、

松江城本丸の南東約650mに位置する。東を流れる米子川・南を流れる京橋川は、松江城の外堀の一角

を担っており、外堀の内側は「内山下」 (現在の殿町・母衣町)と呼ばれ、江戸時代を通 じて上 。中級

武士が住んでいた場所である。母衣町は江戸時代において城郭に伴 う外堀の内側 (内山下)に あり、

城下町構成上の重要な地区とされていた。また、松江城下町絵図から今回の調査地に該当する屋敷地

を読み取ることができるため、絵図を基にしてそれぞれの藩主の時期ごとに屋敷地の変遷を示 してお

く。 (詳細 :第 6章 第 2節-1)

下記の模式図 (第 6図)は堀尾期、京極期、松平期 (江戸時代後期)の絵図を参照し作成した。なお、模

式図中の人名は絵図面に書かれているものをそのまま記載した。表 4は、屋敷地の人名および禄高である。

松平期は233年間の長い統治期間であり、城下町絵図として現存するものは複数枚確認されている。そのため、屋敷の拝領者は屋敷

替えなどにより数名存在していたことが絵図や文献から読み取れる。今回示した松平期絵図は、発掘調査成果と整合させて考察した

場合、出土遺物の示す年代観 (第 1遺構面)が絵図の示す年代観に該当する結果であったため、松平期 (後期)の絵図を掲載した。

松平期 (後期)[絵図年代1860～61年]

■
Π
ｌｉ
ｌ
■
Ｉ
Ｊ

京極期

第 6図 調査地周辺の江

松平期(後期)

戸時代の絵図と現在の地図

4

堀尾期 [絵図年代1620～ 33年 ] 京極期 [絵図年代1634～ 37年 ]

田

霊

堀尾期

表 4 調査地に比定される時期ごとの屋敷地人名および禄高

調査地 住所・地番
堀尾期 京極期 松平期 (後期 )

人名 禄高 人名 禄高 人名 禄高

日赤A棟 母衣町127-2 塩津二郎四郎 200死三 村上馬左衛関 400えゴ 池田人郎右衛門 1207]

日赤B棟 母衣町128 森勘兵衛 6007三 斎藤庄左衛門 1300え三 高橋九郎左衛門 500石

日赤保育棟 母衣町1931 百々彦助 6007三 大塚人郎左衛門 580死子 太田半蔵 300Z三

※鯨 調査区内北側半分はB棟該当の屋敷地内に入る



第 3章  A棟の調査成果

第 3章 A棟の調査成果 船江城下町遺跡 拇衣町127-21]

第 1節 A棟の基本層序と調査手法
1口 蘇 基本層序

調査区内の現地表面標高は1.90mで ある。A棟の基本層序は、調査区内中央部から検出した東西に延

びる屋敷境を境界として、調査区内北半と南半ではやや異なる様相を示していたため、個別に示す。

(第 7図 )

鯨 調査区内北側 (A―Tl～T■)では、計 6層が確認された。上層から、第 1層は砂利・砕石によ

る現代の整地層、第 2層は近現代遺物を含む撹乱層、第 3層は整地層である山土造成上 (Y層 )、 第 4

層は城下町初期段階の造成土と考えられる緑色～黄灰色のブロック状砂岩 は層 )、 第 5層は黒褐色粘

質土の旧地表面 (I層 )、 第 6層は灰色～青灰色細砂層の自然堆積層 (Ⅱ 層)である。

A棟調査区内南側 (A―T2～T12)の基本層序でも、計 6層が確認された。基本的には北側の層序に準

ずるが、第 4層について、南側では灰色シル トと黒褐色粘質上の融和層 伍層)を城下町初期造成上と

して使用しており、北側との相違が見られた。この卿吾は、堀や屋敷境の清などを掘削した際の上を利

用したものと考えられ、旧地表面の I層とさらに下層のⅡ～Ⅲ層が混ざり合った土層で構成される。ま

た、南側では有機物を多く合む層 (ゴ ミ層)や一部でシダ植物を敷き詰めたウラジロ層も確認している。

基本層の層厚は、地表面から順に第 1層が30～ 40cm、 第 2層の撹乱層が50cm、 第 3層のY層が50cm、

第 4層の解 が20cm、 以下は自然堆積層で第 5層の I層が15～ 20cm堆積し、その下が第 6層のⅡ～Ⅲ

層である。棘 調査区内では、事前の試掘結果などから2面の生活面を調査することとし、それぞれ

上から1面、2面と呼称 し遺構の確認及び調査を行った。Y層については、数単位に細分可能ではある

が、現段階において明確な時期区分を示していないため、本報告ではY層群として捉えることとした。

なお、各層の呼称は他の層と区別するため、便宜的に山土造成上=Y層、城下町初期造成土=解 、旧

地表面=I層、自然堆積層=Ⅱ ～Ⅲ層とした。

さらに調査成果として、A棟調査区の全体土層を把握するために東西土層横断図を示しておく。(第 8図 )

H=200mH=200m

H=100m

A棟北側基本層序

第1層

第2層

第3層 (Y)

第4層 (A)

第5層 (I)

第6層 (Ⅱ ～Ⅲ)

1面 (H=110m)

A棟南側基本層序

第1層

第2層

第3層 (Y)

第4層 (A)

第5層 (1)

第6層(I～Ⅲ)

H=100m
←1面 (H=110m)

←2面 (H=060m)

1砂利・砕石(現地表面)
2撹乱土 (近現代攪乱)
3山土造成上十ゴミ層(Y層群)
4城下町初期造成上
(灰色シルトと黒褐色粘質土の融和層:A層 )
5旧地表面(I層 )
6自 然堆積層(Ⅱ ～Ⅲ層)
0     1:40    1m

2面 (H=060m)

1砂利・砕石(現地表面)
2撹乱土(近現代攪乱)
3山土造成上(Y層群)
4城下町初期造成上     H llm
(松江層のブロック状砂岩:A層)~~
5旧地表面(I層 )
G自 然堆積層(I～Ⅲ層)

，
４

H=Om

第 7図 A棟基本土層図





第 1節 A棟の基本層序と調査手法

2H調査の手法

発掘調査対象地は、松江城本丸の南東約670mに位置し、市道母衣町大橋川線の南北道路に面した

近世城下町遺跡の屋敷跡である。今回の本発掘調査において、以下の 4点に絞って調査を実施した。

① 当該地の江戸時代前期から幕末にわたる土地利用の変遷を把握する。

② 土層堆積の層序を横断土層図の作成により把握し、屋敷造成上の利用方法を解明する。

③ 遺構から確認される屋敷の空間構成を把握する。

④ 旧地表面 (I層)の検出標高を確認して比較検討を行い、城下町造成以前の地形を復元する。

調査区の設定は、基礎杭工事部分において、杭打ちにより遺構面に影響のある部分に2m× 2mの

調査区を12箇所 (A工Tl～ A―T12)設定し、地下ピットで遺構面に影響のある部分に5m× 2.5mの調

査区を1箇所設定して調査を行った。地中梁工事部分は掘削深度床面の第 1遺構面までの調査を行っ

た。

調査面積は、棘 建物予定地内489.7ド のうち、地下に影響を及ぼす基礎杭・地下ピットエ事部分82.4

ドと地中梁工事部分138。7だ を対象としている。

基礎杭部分及び地下ピット部分は、平成24年 7月 17日 から調査を開始し、同 7月 27日 に調査を終了

した。地中梁部分の調査は掘削工事に併せて 9月 3日 から調査を開始し、9月 10日 に調査を終了した。

棘 の現況GLは標高1.90mで ある。遺構面については、標高1.10m付近でシル ト質の山土造成上 (Y

層)を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面では、土坑 (ゴ ミ穴含む)を 6基、屋敷境石垣

(溝)を 1条、方形石組井戸を 1基検出している。

次いで、標高0.60m付近で城下町造成当初の盛土層 徹層)を基盤とする第 2遺構面を検出した。こ

の遺構面では、土坑を 5基、溝を 2条、掘立柱建物の柱穴を4穴検出した。

鯨 調査成果では、特筆すべき遺構として地下ピット部分で検出した屋敷境石垣 (溝)が挙げられ

る。この屋敷境石垣 (溝)の検出により、松平期の屋敷地の特定が可能となった。また、屋敷境を境

に北側と南側とで若千層序が異なる様相を示す結果となっている。屋敷境石垣 (溝)の調査成果の詳

細は次節に委ね、屋敷地の特定は第 6章―第 2節-2で詳述する。

第 9図 棘 調査区・地中梁配置図

0       1:400      10m
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第 3章 A棟の調査成果

第 2節 A棟 第 1面調査成果
標高1.20～ 1.10m付近で山土造成上 lY8)を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面では、土

坑を6基、屋敷境石垣 (溝)を 1条、方形石組井戸を1基検出している。以下に遺構の説明を詳述する。
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第 2節  A棟 第 1面調査成果

lB棘  第 1面検出遺橋 (第 10～ 13図 )

A―SE01…東西幅1.8m、 南北幅1.45m、 深さ1.7mを測る方形を呈する石組井戸である。 (第■図)

A―SW01…調査区中央部、東西に延びる屋敷境石垣である。地下ピット部分で検出し、地中梁調査に

おいて連続性が確認できた。検出規模は、東西21.5m、 溝幅0.80mを測る。 (第 12図 )

A―SK01-・T5で検出した土坑で、規模は東西長軸1.65m以上、南北幅0.6m以上、深さ0.34mを測る。

土坑埋土中から少量の陶磁器片や下駄などの木製品、瓦片などが出上したことから、廃棄

土坑と考えられる。さらにトレンチ外西側・北側へ広がる様相である。

A―SK02・・・T5で検出した土坑で、規模は東西幅0。46m以上、南北幅0,6m以上、深さ0.22mを測る。

土坑埋土中に瓦片や少量の陶磁器を含む。近現代の撹乱土坑と考えられる。(検出1/4程度 )

A―SK03・・・T9で検出した土坑で、規模は東西幅1.26m、 南北幅1.6m以上、深さ0,lmを測る。 (検出2/3)

A―SK04中●T10で検出した上坑で、規模は東西幅0。85m以上、南北幅2.2m以上、深さ0。 16mを測る。土

坑埋土中からの遺物出土量は多く、陶磁器や焼塩壼が出土した。遺構の性格は大形廃棄土

坑である。

A―SK05・・・T12で検出した土坑で、規模は東西幅1.36m以上、南北幅2.lm以上、深さ0。4mを測る。土坑

埋土中から陶磁器片が出土した。遺構の性格は大形廃棄土坑と捉えている。(検出1/4程度 )

A―SK06…地下ピットで検出した土坑で、規模は南北長軸1.65m以上、東西幅0.6m以上、深さ0.34mを

測る。埋土中から遺物は出土していないが、土層の乱れなどから撹乱土坑として捉えている。

、 A―SK01 亭I  A―SK02
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~ν ~・ 00m

l緑灰色シルト質土
2オリーブ灰色粘質土

1明灰色粘性土(遺物含む)
2暗オリーブ灰色粘質主
3暗茶灰色有機物層

|
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==三 ==夢
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l暗オリーブ灰色シルト

０
甘
卜
Ｏ
ω
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第13図 球 第 1面検出遣構平面図・断面図 (1:60)
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第 3章 A棟の調査成果

魏

1暗灰色砂質上
2淡灰色砂質土

|    キ    |
0             1:50            2m

第14図 A―地下ビット部分平面図 (1面・ 2面 )・ 屋敷境石垣立面図

里不辟単酎旦

ヨ

―
H=100m

3灰色粘質上十白色粘土ブロック十炭(有機物)
4緑灰白色シルト覧上(Y層 )
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第 2節  A棟 第 1面調査成果

2.A―地下 ピッ ト部分の調査概要 (第14図 )

卜地下ピット部分については屋敷境の変遷を示す調査成果であったため、第 1面。2面をまとめて示す。

現地表面標高1.96mか ら1.35mま では近現代の撹舌しを受けていた。撹乱土の掘り下げ後、第 1面 (標

高1.34～ 1.24m)で屋敷境と考えられる石垣SW01を検出した。石垣の規模は、北側石垣東西5。 lm・ 南

側石垣東西5。 2m、 石垣の溝幅0.8m・ 深さ0.5mを測り、基軸方位はE-3.7° 一Sであった。石材は、北

側石垣では来待石 (凝灰質砂岩)を主に使用、南側石垣では島石 (堅硬多孔質玄武岩)を主に使用し、

2段の積込みが確認された。石垣を構築するための基盤層は、北側は灰色粘性～シル ト質土 (第 5層 )

を、南側は淡黒色粘性土 (第 4層 )を基盤層とし、屋敷境を境界として北側と南側とで土層が異なる

様相を示していた。また、石垣の清中では竹を柵状に組み、両側の石垣の前側に構築している痕跡を

検出した。竹組は遮蔽物と考えられる。さらに石垣を取り除き、第 2面 (標高0。84m)で掘立柱建物

SB01の柱穴を4穴 (SP01～04)検出した。検出した規模は南北半間×東西約 2間で、柱間間隔はSP01

～SP02南北間が0。 97m、 SP02～SP03東西間が1,97m、 SP03～SP04東西間が1.78mを測り、北方 。東方

の トレンチ外へさらに拡がる可能性がある。

また、土層断面から、標高0,76mで石垣構築以前の素掘り溝 (屋敷境)を確認した。断面のみの確

認に留まったが、溝幅上端部1.7m・ 深さ0.6mを測り、 I層 を切り込んでU字状に掘り込まれていた。

検出位置は、石垣の屋敷境よりもやや北寄りにずれている。

遺物は、すべて第 1面で出土した。1は ミニチュアの上瓶である。2は石垣北側で出土した肥前陶器

の呉器手碗で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。3は石垣溝中から出土した肥前系陶器の碗である。

4は石垣南側で出上した月巴前磁器の皿で、見込みに五弁花を素描し、高台は蛇の目凹型高台である。5

は石垣南側の裏込石に混じって出土した寛永通賓で、1697～ 1781年に鋳造された「ハ貝賓」である。

b H=200m

C               C'     D

砂利・砕石

砕石・栗石 (撹乱 )
黒色砂質土 (炭含む、椀乱 )
淡黒色粘性土

灰色粘性～シルト質土

緑灰色粘性土

緑黄灰色ンルト質土 (Y層 )
黒色砂質上十暗灰色砂質土 (屋敷境中埋土 )
オリーブ灰色有機物粘性土 (屋敷境中埋土 )
淡オリーブ灰色シルト質土 (屋敷境中埋土 )

一一H=Om

11黒灰色粘質土
12暗灰色粘質土 (粘性強 )
13緑 白色粘上十灰色粘性上の混合土
14淡灰色粘性土+緑灰色ブロック
15灰色砂+黒色炭化物粘性ブロック+白色粘土ブロック
16黒色炭化物粘性ブロック+白色粘上ブロックの斑
17第 16層 より砂質分が多い
18淡灰色砂質土 (シルト質 )
19緑灰色ナメラ砂岩 (北屋敷側A層 )
20暗灰色粘土 (粘性強 )

1淡灰色シルト質±          3晴 灰色シルト資:

2暗灰色シルト質土

0              1:50             2m

21淡緑灰色シルト質土
22暗灰色シルト質土 (炭、灰色ブロック含む )
23灰色砂層
24茶黒色有機物層
25灰色砂質土と黒色粘上が互層状 (南屋敷側A層 )
26淡黒茶色有機物層 (南屋敷側A層 )

27淡灰色粗砂 (西屋敷側A層 )
28黒褐色粘質土 (I層 )
29灰色シルト質細砂 (工 層 )
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第 3章  A棟の調査成果

3.棘  第1面出土遺物 (遺構内 。遺構外 )

棘  第 1面遺構内出土遺物 (第 15図 )

A―SK04出土遺物

遺物はT10の廃棄土坑SK04埋土中から出上した。6は京信系陶器の碗である。7は肥前陶器の碗で

ある。8は石見焼陶器の碗で、時期は18世紀末以降を示す。9は焼塩壺の身で蓋受けが突き出ないコ

ップ形を呈し、刻印はない。焼塩壺編年から生産地年代は1750～ 1800年を示す。10は肥前磁器の広東

碗で、九陶V期 (1780～ 1810年代)を示す。11は京焼の灰落しである。12は肥前磁器の皿で、高台内

に「キ二十九」と焼接ぎ番号がある。13は月巴前磁器の皿で、見込みは蛇の目釉剥ぎである。九陶Ⅳ期

(1690～ 1780年代)を示す。14は在地系陶器の鉢で、高台内に工具による刺突痕がある。15は肥前系

磁器の波佐見焼で、蛇の目凹型高台の青磁染付折縁型大皿である。見込みは草文を施文し、内側面は

ヘラ彫りによって鏑文を施す。九陶波佐見Ⅳ期 (1650～ 1680年代)を示す。

A―SK05出土遺物

遺物はT12の SK05埋土中から出上した。16は信楽焼の腰白壷 (四耳壷)で、時期は18世紀後半を示す。

棘  第 1面遺構外出土遺物 (第16・ 17図 )

ここでは第 1遺構面直上から出土した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

A―地中梁調査出土遺物

17は京信系陶器の灯明皿で18世紀代を示す。18は肥前陶器の京焼風の碗で、九陶Ⅲ～Ⅳ期 (1650～ 1780

年代)を示す。19は布志名焼の碗 (ぼてぼて茶碗)で、19世紀後半以降を示す。20は肥前磁器の皿で、

九陶Ⅳ期 (1690～ 1780年代)を示す。21は肥前磁器の菊皿で、九陶Ⅲ-2期 (1630～ 1650年代)を示す。

A―Tl出土遺物

22は肥前磁器の仏飯器で外面に櫻務文様が描かれる。23イ剖巴前磁器の皿である。畳付は無釉で、見込

みに五弁花のコンニャク印判が一部見られる。24は焼塩壷の身である。蓋受けが突き出すコップ形を呈し、

刻印に「サカイ/泉州麿生/御塩所」の銘がある。焼塩壷編年から生産地年代は1720～ 1750年を示す。25は

肥前磁器の火入である。26は肥前磁器の碗で、見込に五弁花を素描し高台内に「冨貴長春」の銘がある。

A―T2出土遺物

27は肥前磁器の碗の日縁部で、外面に氷裂文様が描かれる。28は肥前磁器の陶胎染付の碗である。

時期はいずれも九陶Ⅳ期 (1690～ 1780年代)を示す。29は肥前磁器の灰落しである。

A―T5出土遺物

遺物はY層中から出土した。30は肥前磁器の猪口で、九陶Ⅳ期 (1690～ 1750年代)を示す。31は京

信系陶器の碗で、外面に注連縄文様が描かれる。

A―T6出上遺物

32は在地系陶器の碗、33は肥前磁器の陶胎染付の菊皿片、34は土錘である。

A―T7出土遺物

35は肥前磁器の碗で口縁部内面に四方欅〈外面に草花文様を描く。九陶Ⅳ期 (1780～ 1860年代)を示す。

2θ



第 2節  A棟 第 1面調査成果

きれた痕跡がある。
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第 3章  A棟の調査成果

第16図 聴 第 1面地中梁調査出土遺物

0       1:3      10cm
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第17図 棘 第 1面遺構外出土遺物



第 3節  A棟 第 2面調査成果
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第 3章 A棟の調査成果

1.棘  第 2面検出遺構 (第13・ 19図 )
A―SD01-・Tlで検出した溝状遺構SD01は、 トレンチ内南北方向に延び、西方への落ち込みを確認し

ている。検出規模は東西幅1.Om以上、深さ0.5m以上を測る。検出部分は清の端部のみで、

トレンチ外東西・南北へと広がる様相を示す。

A―SD02・・・T3で検出した溝状遺構SD02は、 トレンチ内東西方向に延び、北方への落ち込みを確認し

ている。検出規模は東西幅2.25m以 上、南北幅0.38m以上、深さ0。4mを測り、さらにトレン

チ外へと広がる様相を示す。また、埋土には瓦片を含んでいた。

A―SK07・・・T6で検出した土坑で、検出規模は東西幅0.6m以上、南北幅1.65m以上、深さ0.34mを測る。

埋土中から少量の陶磁器や下駄などの木製品が出土したことから、廃棄土坑と考えられる。

さらにトレンチ外西側へ広がる様相である。

A―SK08・・・T6で検出した土坑で、検出規模は東西幅0,76m以 上、南北長軸1.8m以上、深さ0.34mを 測

る。埋土中から遺物は出土しておらず、性格不明土坑として捉えた。

A―SK09・・・T8で検出した土坑で、検出規模は東西幅0。74m以上、南北幅1,85m以上、深さ0.25mを測る。

埋土中から陶器片・土師器片・漆碗・下駄などの遺物が出土し、廃棄土坑と考えられる。

A―SK10。・・T10で検出した土坑で、検出規模は東西幅1.7m以上、南北長軸2.2m以上、深さ0,72mを測り、

トレンチ内のほぼ全体を占めるcさ らにトレンチ外へと広がる様相を示す大土坑である。埋

土には黒茶色有機物層が厚く堆積していたが、遺物は出土しなかった。(検出1/4程度)

A―SKll―・T■で検出し、南北幅1.lm、 東西幅0.4m以上、深さ0.3mを測る楕円形を呈する土坑である。
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第19図 棘 第 2面検出遺構平面図・断面図



第 3節  A棟 第 2面調査成果

2.A棟  第 2面出土遺吻 (遺構内・ 遺構外 )

A棟 第 2面遺構内出土遺物 (第 20図 )

A―SD02出土遺物

遺物はT3の溝状遺構SD02か ら出上した。41は肥前陶器の碗で、九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示

す。42は月巴前陶器の碗で、九陶 12～ Ⅱ期 (1594～ 1650年代)を示す。

A―SK07出土遺物

遺物はT6の廃棄土坑SK07埋土中から出上した。43は丸型連歯下駄、44は杓子、45は曲物の底板で

ある。

A―SK09出土遺物

遺物はT8の廃棄土坑SK09埋土中から出土した。46は京都系手づくね成形の土師器皿である。口縁

部に油煙痕が付着するため、灯明に使用されたものと思われる。47は肥前陶器の碗の口縁部で、九陶

I-2期 (1594～ 1610年代)を示す。48は肥前陶器の砂目皿で、九陶 I-2期 (1594～ 1610年代)を示

す。49は肥前陶器の上瓶の注口である。501よ肥前陶器の皿で、九陶 I-2期 (1594～ 1610年代)を示

す。51は角型差込下駄である。521ま漆椀で、外面に草花文様を描く。

球  第 2面遺構外出土遺物 (第 21図 )

ここでは第 2遺構面直上から出土した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

A―T4出土遺物

53は月巴前陶器の呉器手碗で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。

A―T6出土遺物

54は播り目の磨滅した月巴前陶器の揺鉢で、時期は九陶Ⅱ期 (1630～ 1650年代)を示す。55は獣骨で、

イヌの右前足の尺骨 (上 )、 左前足の上腕骨 (下 )である。

A―T8出土遺物

遺物は I層上面から出土した。56は月巴前陶器の皿で、九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示す。57は肥

前陶器の碗で、九陶 I-2～ Ⅱ期 (1594～ 1650年代)を示す。58はロクロ成形の土師器皿で、底部に糸

切り痕跡がある。59は肥前陶器の鉢で、外面に鉄絵が描かれる。九陶Ⅱ-1期 (1610～ 1630年代)を

示す。60は京都系手づくね成形の土師器皿で、灯明に使用された痕跡がある。61は丸型連歯下駄、62

は角型差込下駄である。
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第 3節  A棟 第 2面調査成果
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第 3章 A棟の調査成果

第 4節

感 第 1 遺構面

島

A棟調査成果のまとめ

A―SW01
(屋敷境石垣)

キ     |     キ     キ     キ
0      ,400     2m

第 1遺構面は、現地表面から撹乱土を除去して精査を行い、標高1.20～ 1.00mで検出した。

以下に第 1遺構面の調査成果として、検出した主な遺構・基盤となる造成土・出土遺物 。第 1遺構

面の年代観について示しておく。

検出した主な遺構としては、屋敷境石垣SW01が挙げられる。屋敷境石垣 (溝)は調査区内中央部

の東西方向に検出した。基軸方位はE-3.7° 一Sで、この軸は市道母衣町大橋川線の南北道路軸に直交

している。これまでの松江城下町遺跡発掘調査で検出された建物跡や屋敷割の溝、道路などの基軸の

傾きとほぼ同様である。屋敷境は 1条の溝で、両側に2段の石垣が積み込まれ、使用される石材は屋

敷地ごとに相違がみられた。また、屋敷境石垣 (溝)は境界であるともに排水機能の性格をもち、調

査地西側から東側への傾斜を持たせており、東側道路に面する石組水路への排水を行っていたものと

考えられるc

また、この遺構面では大形の上坑を3基検出している。埋土中に瓦片や陶磁器片を合み、ゴミなどを

投棄して埋められた上坑である。検出位置は屋敷境を境界とした屋敷の縁辺部であり、屋敷の主体部以

外のところをゴミ捨て場として利用していたものと捉えている。土坑埋土中に19世紀代の陶磁器の破棄

が目立つものも含まれ、屋敷替えに伴う屋敷の解体による廃棄土坑と考えられるものも検出している。

その他、地中梁調査時にA=T12西隣で検出した方形石組井戸SE01が あるが、井戸枠の中心部に水汲

み上げのための真鍮管が残っていたことから、近代まで使用していた可能性がある。

基盤となる造成上は、黄灰色砂質土や灰色シル ト質土などのY層を主な基盤層としているが、屋敷

境を境界として北側は灰色粘性～シル ト質上を、南側は淡黒色粘性土を基盤層とし、調査区内の北側

と南側とで土層が異なる地点も確認している。これらは、屋敷地ごとそれぞれに造成を行っていたこ

とを示すものとして捉えている。

遺物は、肥前磁器が多く出土し、特にコンニャク印判の皿や広東碗などが目立ち、九陶Ⅳ～V期の

ものが中心に出土した傾向にある。土師器皿は在地系で糸切り痕をもつものが多く、その他には泉州

系焼塩壷や在地の布志名焼などが出土した。

これらのことを踏まえ、出土遺物の概観から、第 1遺構面は18世紀代 (松平中期)か ら19世紀中頃

(明治時代前半)までの遺構面であると考えられる。
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第 4節 A棟調査成果のまとめ

聴  第 2遺構面

|    キ    キ    キ    |
0      ,400     2m

第 2遺構面は、第1遺構面から0.40mほ ど掘り下げて精査を行い、標高0。 75～ 0.60mで検出した。

検出した主な遺構として、掘立柱建物跡SB01が挙げられる。SB01の建物基軸方位は、E-3.7° 一Sを

示し、この基軸は、第 1遺構面で検出した屋敷境石垣と同様の傾きであった。

また、地下ピット部分の調査において、断面での確認に留まったが、第 1面で検出した石垣の屋敷

境以前は、素掘り溝の屋敷境であった可能性を示していた。検出位置は、屋敷境石垣よりもやや北寄

りに検出した。この素掘り溝は、平面的に復元すると先述した掘立柱建物跡と重複する位置で検出し

ていることから、時期差が生じているものとして捉えている。まず、素掘り溝が機能しており、廃絶

段階に溝が埋め戻され、その後に掘立柱建物を構築したものと考えられる。調査地付近の類例から、

松江城下町遺跡 (松江裁判所 :母衣町68)の発掘調査では、堀尾期に機能していた素掘りの屋敷境溝

が廃絶した段階で一度埋め戻され、さらに埋め戻した溝と同じ位置に掘立柱建物を構築していたとい

う調査事例がある。今回検出した素掘り溝と掘立柱建物の関係性も同様のものと推察する。

基盤となる造成上は、駆 を主な基盤層としているが、屋敷境を境界に北側では緑灰色砂岩 (松江

層のブロック状砂岩)を使用し、南側ではシルト質土とI層の融和上を使用するといった屋敷地ごと

に相違がみられた。屋敷境北側解 のブロック状砂岩について、松江城下町遺跡 (殿町191-13外)で

の検出事例があるが、現段階ではその地点のみでしか確認されていない。殿町191-13地点は、松江城

に一番近い場所に位置し、ブロック状砂岩は築城段階に内堀を掘削した際の掻き揚げ土であると考え

られるため、城下町初期造成上としての使用に違いない。今回の調査地 (母衣町127-2)は内堀から

約650m近く離れている地点であるため、上の持ち込み過程が疑間となる。仮に上の供給地点を調査

地南側の京橋川とし、京橋川を外堀として整備する段階に掘削して掻き揚げた上を造成上に使用した

と想定する場合には、それなりの上量が得られたと思われるが、推測の域を脱しない。解 以下の旧

地表面 (I層 )の検出面は標高0。45～ 0.40mである。

遺物は、肥前陶器の占める割合が多くなり、九陶 I-2期が中心に出土し、Ⅱ期のものも含む。出

土層位が城下町初期造成上直上であることから、堀尾期であることに問題ない。中国産磁器は出土せ

ず、土師器皿は京都系の手づくね成形のものが目立つ。17世紀中頃の遺物も出上していることから、

松平前期まで使われ続けていた可能性もある。出土遺物の概観から、第 2遺構面は17世紀前半 (堀尾

期)か ら17世紀中頃 (松平前期)ま での遺構面であると考えられる。

▼甲凸 甲甲
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第 4章 B棟の調査成果

第 4章 B棟の調査成果 船江城下町遺跡 (母衣町120]

第 1節 B棟の基本層序と調査手法
1.B棟基本層序

調査区内の現地表面標高は2.20～ 2.00mである。B棟の基本層序は、調査区内中央部で東西方向に設

定した土層横断図をもとに示す。 (第 22図 )

B棟調査区内では、計 7層が確認された。上層から、第 1層は砂利・砕石による現代の整地層、第

2層は近現代遺物を含む撹舌し層、第 3層は整地層である山土造成上 (Y層 )、 第 4層は淡灰色シル ト質

土～灰色粘性上の整地層、第 5層は城下町初期段階の造成土と考えられる灰色シル トと黒褐色粘質土

の融和土 徹層 )、 第 6層は黒褐色粘質上の旧地表面 (I層 )、 第 7層は灰色～青灰色細砂層の自然堆

積層 (Ⅱ ～Ⅲ層)で ある。

また、調査区内北側束西列の調査区 (B―Tl～ ピットc)及び調査区内東側南北列の調査区 (ピ ットc

～B―T24)に おいて、購 から掘り込まれた素掘りの大溝の埋土と考えられる灰色砂層を検出している。

基本層の層厚は、地表面から順に第 1層が30cm、 第 2層の撹乱層が70cm、 第 3層のY層が50cm、 第

4層が10cm、 第 5層の解 が25cm、 以下は自然堆積層で第 6層の I層が20～ 25cm堆積し、その下は第 7

層のⅡ～Ⅲ層である。B棟調査区内では、事前の試掘結果などから2面の生活面を調査することとし、

それぞれ上から1面、 2面と呼称し遺構の確認及び調査を行った。

Y層については棘 調査成果と同様に数単位に細分可能ではあるが、現段階において明確な時期区分を

示していないため、本報告ではY層群として捉えることとした。なお、各層の呼称は他の層と区別するため、

便宜的に山土造成上=Y層、城下町初期造成土=解 、旧地表面=I層、自然堆積層=Ⅱ ～Ⅲ層とした。

さらに調査成果として、B棟調査区の全体土層を把握するために東西土層横断図及び南北上層横断

図を示しておく。 (第23図 )

B棟基本層序

H=200m

(H=120m)1画
H=180m

(H=060m)2面

第1層

第2層

第3層 (Y)

額 4層

第6層 (1)

1砂利・砕石(現地表面)
2撹乱土(近現代撹乱)
3山土造成上(Y層群)
4灰色砂層 (整地層)
5城下町初期造成土
(灰色シルトと黒褐色粘質上の融和層:A層 )
6旧地表面(I層 )
7自然堆積層(I～ Ⅲ層)

0       1:40      1m

3θ

H=Om

第22図 B棟基本土層図





第 1節 B棟の基本層序と調査手法

2日 調査の手法

発掘調査対象地は、松江城本丸の南東約645mに位置し、市道米子殿町線の東西道路と市道母衣町

大橋川線の南北道路が交わる交差点の南西角地に該当する近世城下町遺跡の屋敷跡である。今回の本

発掘調査において、以下の 4点に絞って調査を実施した。

① 当該地の江戸時代前期から幕末にわたる土地利用の変遷を把握する。

② 土層堆積の層序を横断土層図の作成により把握し、屋敷造成土の利用方法を解明する。

③ 遺構から確認される屋敷の空間構成を把握する。

④ 旧地表面 (I層)の検出標高を確認して比較検討を行い、城下町造成以前の地形を復元する。

調査区の設定は、基礎杭工事部分において、杭打ちにより遺構面に影響のある部分に2m× 2mの

調査区を20箇所 (B T2、 B T4～ T18、 BiT別～21、 B―T23～ 24)、 ピットa部分 (B Tl合む)に 4.5

m× 3.5mの 調査区を1箇所、ピットb部分 (B T3含む)に 4.Om× 2.Omの 調査区を1箇所、ピット

c部分 (Bf19,22含 む)に 6.Om× 4.5mの 調査区を 1箇所設定して行った。地中梁工事部分は掘肖1深

度床面の第 1遺構面までの調査を行った。

調査面積は、B棟建物予定地内767ドのうち、地下に影響を及ぼす基礎杭。地下ピットエ事部分191.1

ゴと地中梁工事部分207.4だ を対象としている。

基礎杭部分及び地下ピット部分は、平成24年 8月 8日 から調査を開始し、同8月 29日 に調査を終了

した。地中梁部分の調査は掘削工事に併せて9月 27日 から調査を開始し、10月■日に調査を終了した。

B棟の現況GLは標高2.20～ 2.00mである。遺構面については、標高1.20～ 1.10m付近でシル ト質の山

土造成土 (Y層 )を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面では、土坑 (撹乱土坑 。ゴミ穴含

む)を 30基、ピットを5穴、溝を1条、来待石製井戸を2基、桶を1個検出している。

次いで、標高0.80～ 0.60m付 近で城下町造成当初の盛土層 仏層)を基盤とする第 2遺構面を検出し

た。この遺構面では、土坑を4基、柱穴を5穴、素掘りの大溝の落ち込み肩部及び合流地点を検出し

ている。

各遺構面の調査成果は次節に委ね、屋敷地の特定は第 6章―第 2節-2で詳述する。
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第24図 B棟調査区 。地中染配置図
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第 4章 B棟の調査成果

第 2節 B棟 第 1面調査成果
標高■20～ 1.10m付近で山土造成土 (Y層 )を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面では、土坑

を30基、ピットを5穴、溝を1条、井戸を2基、桶を1個検出している。以下に遺構の説明を詳述する。
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第 4章 B棟の調査成果

1日 B棟 第 1面検出遺構 (第25。 26図 )
B―SK01… ピットbで検出した土坑で、規模は東西幅0,60m以上、南北幅1.10m、 深さ0.50mを 測る。

土坑埋土中に有機質土の堆積が確認され、陶器や幡鉢、漆椀などを含む廃棄土坑である。

B―SK02…T5で検出した土坑で、規模は東西幅0.60m、 南北幅0.35m以上、深さ0.46mを 測る。土坑

中からの遺物の出土はなかったため、性格不明土坑である。

B―SE01…T8で検出した、直径0.80mを測る円形の井筒をもつ井戸跡である。井筒の石材は来待石 (凝灰質

砂岩)を使用していた。井戸は掘方を伴い、標高 Om以下の自然堆積層までの掘り込みを確認した。

B―SE02・・・T■で検出した、直径0.88mを測る円形の井筒をもつ井戸跡である。井戸の上方は来待石製

の井筒で、下方は木製の井枠で構成されていたため、改修あるいは造り直しの可能性があ

る。井戸は直径1.8mの掘方を伴い、何段階かに分けて埋め戻している様子がうかがえた。

B―SK05～ 07・中T15で検出した3基の上坑は、いずれも埋土中から陶磁器片や木製品が出土したため、

廃棄土坑と考えられる。SK06はSK05・ 07と切り合い、SK05・ 07よ りも古い様相を示す。

B―SKll…ピットcで検出した土坑で、規模は東西幅1.4m以上、南北幅1.7m、 深さ0,7mを測る。埋土中

B―木桶 からは陶磁器や木製品が出上した。やや大形の廃棄土坑と捉えている。

木桶は、直径0,80m、 深さ0。20mを測る。検出したのは桶の底部分で、上部は上層の撹乱に

より、欠損していた。桶中埋土から陶器が出土している。

B―SP01～ 03・・・T別で検出したSP01～SP03は、直径0。 40～ 0.50m、 深さ0.20mを測るピットである。

SK12 SK12は、東西幅0,35m以上、南北幅1,40m以上、深さ0。20mを測る。検出した形状から土坑

の一部であると考えられる。

B―SK13,14・・・T21で検出し、直径0.40m、 深さ0.25mを測る土坑である。埋土中には遺物は含まれていない。

B―SP04,05・・・T24で検出したSP04・ 05は、直径0。 40～ 0.50m、 深さ0。 18mを測る円形ピットである。

SK17～ 19 SK17～ 19は、いずれも直径0.40m、 深さ0.20を測る円形～楕円形を呈する土坑である

が、性格不明土坑であった。

2.B棟 第 1面出土遺物 (遺構内・遺構外 )
B棟 第 1画遺構内出土遺物 (第27図 )
B―撹乱土坑出土遺物

遺物はピットaの撹乱土坑中から出土した。631潮巴前磁器の碗で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。

B―SK01出土遺物

遺物はピットbの廃棄土坑SK01埋土中から出土した。64は瀬戸産陶器の天目茶碗の口縁部片である。

内外面に鉄釉がかかる。65は越前産陶器の播鉢の口縁部である。66は漆椀の蓋で、67は漆椀である。

B―SD01出土遺物

遺物イまT4の溝状遺構SD01から出土した。681剤巴前陶器の砂目皿で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。

B―SK05、 SK06、 SK07出土遺物

遺物はT15の廃棄土坑から出土した。69は SK05埋土中から出上した京都系手づくね成形の土師器皿
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第2節 B棟 第 1面調査成果

で、灯明に使用された痕跡がある。70は丹波産陶器の指鉢、71は肥前磁器の碗で、外面の高台までと

内面口縁部に鉄釉がかかる。いずれもSK06埋土中から出土している。72は櫛で、SK07か ら出土した。

B―SKll、 本桶中出土遺物

遺物はピットcの廃棄土坑SKll、 木桶中から出土した。SK■埋土中から73～ 75、 80、 81が、木桶

中から76～ 79が出土した。73は備前焼の陶器の浅鉢、74は中国磁器 (津州窯系)の皿、75は肥前磁器

の碗で高台内に「大明年製」の銘がある。76は肥前磁器の紅入、77は肥前磁器の蓋でいずれも九陶Ⅳ

期 (1690～ 1780年代)を示す。78は京信系陶器の碗、79は京信系陶器で、半月口形の小水注である。

80は丸型差込下駄、81は山物の底板である。

B棟 第 1面遺構外出土遺物 (第28・ 29図 )

ここでは第 1遺構面直上から出土した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

B―地中梁調査出土遺物

82～ 84は地中梁調査時に出上した遺物である。821よBfll～ T14間掘削中に出土した肥前陶器の皿

で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。83はBギ14～T17問掘削中に出土した月巴前磁器の碗で、九

陶Ⅱ-2期 (1630～ 1650年代)を示す。84はBT■～T14問掘削中に出土した折敷である。

B―T2出土遺物

遺物はY層中から出土した。85は月巴前磁器の碗で、九陶皿期 (1650～ 1690年代)を示す。

B―ビットb出土遺物

86は在地系陶器 (楽山焼か)の蓋である。871剖巴前系磁器の波佐見焼の碗で、九陶波佐見V2期 (1750～

1770年代)を示す。88イ期巴前磁器の小碗で、外面に源氏香文様を描く。九陶Ⅳ期 (1740～1780年代)を示す。

B―T6出土遺物

遺物はY層中から出上した。89は肥前陶器の砂目皿で、九陶Ⅱ～Ⅲ期 (1630～ 1690年代)を示す。

B―T8出土遺物

90は在地系磁器の皿である。91は在地の布志名焼の碗で、内外面に黄釉を施し、1750年以降を示す。

B―Tll出土遺物

92は肥前陶器の胎土目皿で、高台は竹の節高台である。九陶Ⅱ-2期 (1630～ 1650年代)を示す。

B―¬ 7出土遺物

93は肥前磁器の皿で、漆接ぎの痕跡をもつ。九陶Ⅲ期 (1650～ 1690年代)を示す。

B―ビットc出土遺物

94は肥前磁器の陶胎染付の碗で、九陶Ⅳ期 (1690～ 1780年代)を示す。95は肥前系磁器の波佐見焼

くらわんか手の碗で、九陶波佐見Ⅳ～V-1期 (1690～ 1740年代)を示す。96は須佐唐津の括鉢である。

B―T21出土遺物

遺物はY層中から出土した。97は肥前系磁器の波佐見焼くらわんか手の碗で、九陶波佐見Ⅳ～V-1

期 (1690～ 1740年代)を示す。98。 99は在地系ロクロ成形の上師器皿で、底部に糸切り痕跡がある。

いずれも内面に煤や油煙痕を留めており、灯明に使用されたものである。
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第 4章 B棟の調査成果
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第 3節 B棟 第 2面調査成果

第 3節 B棟 第 2面調査成果
標高0.60m付近で城下町造成当初の盛土層 (A層 )を基盤とする第 2遺構面を検出した。この遺構面では、

上坑を4基、柱穴を5穴、素掘りの大溝の落ち込み肩部を検出している。以下に遺構の説明を詳述する。
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第 4章 B棟の調査成果

1日 B棟 第 2面検出遺構 (第30・ 31図 )

B―SK18・・・T5で検出し、規模は東西幅0。 15m以上、南北幅0,30m、 深さ0。20mを測る楕円形土坑である。

SK19中●T5で検出し、規模は直径0.70m、 深さ0。22mを測る円形土坑である。

B―SK20・・・T6で検出し、規模は東西幅1.2m以上、南北幅1.3m以上、深さ0.60mを測る。 (検出1/4程度 )

埋土中から陶器片が出土したことから、この土坑の性格は廃棄土坑と捉えている。

B―SP06～09…T9で検出した円形ピットで、いずれも直径0.30m前後、深さ0.20mを測る。

SK21 SK21の検出規模は東西幅0.30m以上、南北幅0.80m、 深さ0。 60mを測る土坑である。

B―SP10・・■20で検出し、長軸0.35mの礎石を伴うピットである。礎石の石材は川原石である。

B―素掘りの大溝

つ 0、 23、 24に おいて、素掘りの大溝の落ち込み及び分岐点を検出した。調査区に並行する東西・

南北道路に沿う形状で逆L字状に大溝の落ち込みを検出している。大溝端部のみの検出に留まり、清

幅や深さなどの規模は不明であるが、躯 からの掘り込みを確認している。また、93では大溝の分岐

点 (合流地点か)を確認している。大手前線道路の松江城下町遺跡発掘調査で検出される堀尾期の素

掘りの大溝と形状が同じ様相を示していることから、同時期の所産のものとして捉えている。
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第31図 B棟第 2面検出遺構平面図・断面図 (1:60)

2.B棟  第 2面出土遺物 (遺構内 。遺構外 )

B棟 第 2面遺構内出土遺物 (第 32図 )

B―SK20出土遺物

遺物はT6の土坑SK20か ら出土した。10oは肥前陶器の鉢の底部である。遺物の時期は、九陶Ⅱ-2

期 (1630～ 1650年代)を示す。
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第3節 B棟 第2面調査成果

B棟 第 2面遺構外出土遺物 (第33図 )

ここでは第 2遺構面直上から出上した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

B―ビットa出土遺物

101は京都系の上師器皿である。底部に指頭圧痕をもち、日縁端部に油煙痕を留める。灯明に使用

されたものである。

B―T5出土遺物

遺物は躯 上面から出土した。102は肥前磁器の碗で、九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示す。1031ま

中国磁器 (景徳鎮)の碁笥底皿で、畳付は釉剥ぎである。1041ま中国磁器 (景徳鎮)の皿で、畳付は

無釉である。

B―T9出土遺物

105は肥前陶器の溝縁皿である。九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示す。

B―¬ 2出土遺物

106は月巴前陶器の碗、107は月巴前系陶器の碗で、いずれも九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示す。

B―T21出上遺物

108は肥前陶器の皿で、施釉は銅緑釉かけ分けである。九陶Ⅳ期 (1690～ 1780年代)を示す。

B―T24出土遺物

109は京都系の上師器皿で、灯明に使用されたものである。110は墨書文字がみられる荷札木簡で

ある。長さ16.5cm、 最大幅2.6cm、 厚さ0。 3cmを測る。上方部に狭りはみられず、下方部は先端を尖らせ

る。墨書文字は両面にあり、片面に「ロノロロ ニ部村」と書かれている。二部村は現在の出雲市湖

陵町二部にあたり、ここから荷物が届けられたものと推察される。裏面は解読不能であった。

第32図 B棟第 2面遺構内出土遺物
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第4章 B棟の調査成果
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第 1遺構面は、現地表面から撹乱土を除去して精査を行い、標高1.20～ 1,10mで検出した。

以下に第 1遺構面の調査成果として、検出した主な遺構・基盤となる造成土 。出土遺物・第 1遺構

面の年代観について示しておく。

検出した主な遺構として、調査区内中央部B T8・ T11において、井戸が2基検出したことが挙げら

れる。2基の井戸の間隔は6mを測る.。 ■ 1で検出した井戸について、元は木枠製の井筒であったも

のを破損または造り替えにより改修してもなお、同じ場所に水源を求めていることを積極的に捉える

と、水に関連する施設や空間がこの付近にあったものと推察される。
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第 4節 B棟調査成果のまとめ

また、土坑 (撹乱土坑も含む)が多く検出されている。調査区内北側と東側の縁辺部に偏って多く

検出した印象である。このことは、屋敷地の縁辺部を日常的なゴミ捨て場として利用していたことを

示しているのではないだろうか。

基盤となる造成土は、黄灰色砂質土や灰色シル ト質土などのY層を主な基盤層としている。

遺物は、肥前陶磁器が多く出土し、波佐見焼のくらわんか手も含まれる。遺物の時期は九陶Ⅲ～Ⅳ

期を示すものが中心に出上した傾向にある。その他には越前・丹波・備前 。須佐の揺鉢や在地の布志

名焼などが出土した。木製品は、下駄や漆椀、折敷、曲物などが出土している。

出土遺物の概観から、第 1遺構面は17世紀末 (松平前期末)か ら19世紀前半 (松平後期)までの遺

構面であると考えられる。

B棟 第2遺構面

帥

素掘りの大溝

01落
ち込み
奮話洋
定ライン
Юm

第 2遺構面は、第 1遺構面から0.40mほ ど掘り下げて精査を行い、標高0。 80～ 0。60mで検出した。

検出した主な遺構として、素掘りの大溝が挙げられる。調査区内全体の北側縁辺部と東側縁辺部に

おいて、逆L字状に素掘りの大清の落ち込みを検出した。大溝は端部のみの検出に留まり、清幅や深

さなどの規模は不明であるが、婦 からの掘り込みであった。大溝の埋土には灰色砂層を使用してお

り、北側と東側の縁辺部すべての調査区において砂層の堆積を確認している。城山】ヒ公園線改良工事

予定地内の松江城下町遺跡発掘調査では、道路と並行する位置に素掘りの大溝を掘削していた痕跡が

顕著に見られ、大溝の構築時期は城下町造成当初の堀尾期と考えられている。今回検出した大溝も同

時期の所産のものとして捉えている。

基盤となる造成上は、灰色シル ト質土と黒褐色粘質上の融和土の解 を主な基盤層としている。この

上層は、場所によって多少の変化はあるものの、松江城下町遺跡において広範囲に検出される土層であ

り、城下町初期造成土と考えられる。鰐 以下の旧地表面 (I層 )の検出面は標高0。40～ 0.30mであった。

遺物は、肥前陶器が占める割合が多くなり、溝縁皿などが出上している。遺物の時期は九陶Ⅱ期の

ものが中心に出上した傾向にある。その他に中国産磁器 (景徳鎮)や荷札木筒が出土している。

出土遺物の概観から、第 2遺構面は17世紀前半 (堀尾期)か ら17世紀後半 (松平前期)ま での遺構

面であると考えられる。



第 5章 保育棟の調査成果

第 5章 保育棟の調査成果 [松江城下町遺跡(母衣町198-り ]

第 1節 保育棟の基本層序と調査手法
1.保育棟基本層序

調査区内の現地表面標高は2.00mである。保育棟の基本層序は、各調査区で行った土層観察の成果

をもとに示す。(第 34図 )

H=100m

B棟調査区内の基本層序では、計 8層が確認され

た。上層から、第 1層は砂利・砕石による現代の整

地層、第 2層は近現代遺物を含む撹乱層、第 3層は

焼土層、第 4層は整地層である山土造成土 (Y層 )、

第 5層は淡灰色シル ト質土～粘上の整地層、第 6層

は城下町初期段階の造成上と考えられる灰色シル ト

と黒褐色粘質上の融和土 徹層 )、 第 7層は黒褐色粘

質上の旧地表面 (I層 )、 第 8層は灰色～青灰色シル

ト質細砂層の自然堆積層 (Ⅲ層)である。

2.調査の手法

調査区の設定は、基礎杭工事の杭打ちにより、遺

構面に影響のある部分に1.8m× 1.8mの 調査区を15

保育棟基本層序

第1層

第2層

箋 3層 (岬土 )

第4層 (Y)

第5層

第6層 (A)

第7層 (I)

Ⅱ)

十第1面 (H=130m)

←第2面 (H=080m)

‐城下町初期造成面

砂利・砕石 (現地表面 )
横乱土 (近現代撹乱 )
焼土層
山土造成上(Y層群 )
シルト質土
城下町初期造成上
(灰色シルトと黒褐色粘資上の
融和層iA層 )
旧地表面 (I層 )
自然堆積層 (E層 )

9  ,40 1P

第34図 保育棟基本土層図

]          凰
箇所 (Hfl～Hf15)設定して調査を

行った。地中梁工事部分については、当

初は遺構面に影響のない部分と想定さ

れていたが、想定よりも浅い位置で遺構

面が検出されたことから、松江市文化財

課が主体となり立会本調査を実施 して

いるc調査面積は、保育棟建物予定地内

649ド のうち、地下に影響を及ぼす基礎

杭工事部分73.5ド を対象としている。

基礎杭部分は、平成24年 7月 30日 から

調査を開始し、同 8月 7日 に調査を終了

した。地中梁部分は、9月 18日 から調査

を開始し、9月 21日 に調査を終了した。

各遺構面の調査成果は次節に委ね、屋

敷地の特定は第 6章―第 2節-2で詳述

する。0      1:400     10m

第35図 保育棟調査区・地中梁配置図
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第 2節 保育棟 第 1面調査成果

第 2節 保育棟 第 1面調査成果
標高1.30～ 1.20mで シル ト質の山土造成土 (Y層 )を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面

では礎石建物跡を検出している。礎石は主に扁平な大海崎石や川原石を使用し、礎石の下に根石 (栗

石)を もつものも含まれていた。土坑やピットは検出していない。以下に遺構の説明を詳述する。

Ｈ一Ｔ‐　　〕‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐―蝉脚

第36図 保育棟第 1遺構面平面図

0             1:250            10m

4/



第 5章 保育棟の調査成果

1.保育棟 第1面検出遺構 (第36図 )

標高1.30～ 1.20mでシル ト質の山土造成上 (Y層 )を基盤とする第 1遺構面を検出した。この遺構面で

は調査区内において、礎石建物跡を検出した。礎石は総計32個検出しており、礎石の下に根石 (栗石 )

をもつものも含まれていた。礎石建物跡の規模は、東西 2間半 (約 5m)以上×南北 9間 (約17.5m)

以上を測る。礎石の間隔は、半間 (0,97m)～ 1間 (1.95m)を測り、礎石列の基軸方位はN-4° 一Eを

示していた。礎石の石材は上面が扁平な大海崎石 (角閃石粗面安山岩)や川原石を主に使用している。

また、第1遺構面基盤層の上層では炭と焼土層の堆積を確認しており、火災の痕跡と考えられる。焼

土は粒子の揃った砂状で塊になっているが、指で押さえると粉々に砕けてしまう。壁上ではなく、天

井裏にのせられた土と思われる。これらの成果を踏まえて礎石列の検出位置から考察すると、調査区

内中央から南側へかけて屋敷の主体部が展開していたものと捉えられ、調査区内北半での上坑や礎石

などの遺構検出はなかったため、北側は屋敷地内の空閑地であった可能性が高いものと推察する。

2.保育棟 第 1面出土遺物 (遺構外 )

保育棟第 1面において、遺構内から遺物は出土していない。よって、遺構外出土遺物のみ掲載する。

保育棟第 1面遺構外出土遺物 (第 37図 )

ここでは第 1遺構面直上から出土した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

H―Tl出土遺物

遺物はY層中から出上した。1111ま肥前磁器の芙蓉手の皿で、九陶Ⅲ期 (1650～ 1670年代)を示す。

112は在地系の土師器皿で灯明に使用された痕跡をもつ。

H―T2出土遺物

遺物はY層中から出土した。113・ 114は在地系の上師器皿で、底部に糸切り痕跡をもつ。いずれも

日縁部に油煙痕を留めており、灯明に使用されたものである。

H―T7出土遺物

T7で出上した遺物は古手のものが多い。115は肥前磁器の碗、116は肥前陶器の播鉢である。いず

れも九陶Ⅱ期 (1610～ 1650年代)を示す。117は中国磁器の碗、118は高台内に「大明年製」の銘をも

つ中国磁器 (景徳鎮)の皿、■9は中国磁器 (景徳鎮)の皿である。

H―T8出土遺物

120は口径80cmを 測る、大振りな備前焼の陶器の浅鉢である。

H―T9出土遺物

遺物は礎石面から出土した。121は肥前陶器の皿で、九陶Ⅲ～Ⅳ期 (1650～ 1780年代)を示す。122

は肥前磁器の陶胎染付の碗で、九陶Ⅳ期 (1690～ 1780年代)を示す。

H―地中梁調査出土遺物

123は肥前磁器の波佐見焼くらわんか手の皿で、九陶波佐見Ⅳ～V-1期 (1690～ 1740年代)を示す。124

は在地系ロクロ成形の土師器皿で、底部に糸切り痕跡がある。125は軒丸瓦である。三巴文の外側に珠文

が15個配され、巴文の頭部は右向き、尾部が左向きである。126は肥前磁器の皿で、九陶Ⅱ-2期を示す。
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第 5章 保育棟の調査成果

第 3節 保育棟 第 2面調査成果
標高1,00～ 0,80mで淡灰色シル ト質土～粘土層を基盤とする第 2遺構面を検出した。この遺構面で

は、土坑や柱穴を15基検出している。ビットには柱や礎盤石が遺存しているものも含まれていた。検

出した柱穴は調査区内一部の検出に留まっている。以下に遺構の説明を詳述する。

/日

図

回

圏

圏

|IIIIIIIIIIII―

回

回国国¬

5θ

第38図 保育棟第2遺構面平面図
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第 3節 保育棟 第 2面調査成果

1.保育棟 第 2面検出遺構 (第38・ 39図 )

H―SK01,02…Tlか ら検出したSKOJよ東西幅0.65m、 南北幅0.40m以上、深さ0.25mを測る土坑である。

SK02は東西幅0.47m、 南北幅0.35m、 深さ0.28mを測る円形土坑である。

H―SK03…T3か ら検出し、規模は東西幅0,80m以上、南北幅0.50m以上、深さ0。40mを 測る。検出は

土坑全体の約1/4程度と考えられる。土坑から遺物は出土しなかった。

H―SK04中●T6か ら検出し、規模は東西幅1,10m、 南北幅0。 84m、 深さ0.40mを測る。楕円形土坑である。

H―SP01～ 03・・・T8か ら検出したSP01は東西幅0.52m、 南北幅0.28m、 深さ0.10mを 測る。SP02は東西幅

0.37m、 南北幅0,70m、 深さ0,15mを測る。SP03は東西幅0.60m、 南北幅0。30m、 深さ0.18

mを測る。いずれも楕円形を呈するピットである。SP03では柱の抜き取り痕跡を確認した。

H―SP04～ 08・・・T10か ら検出したSP04は東西幅0.55m、 南北幅0.52m、 深さ0。20mを測るピットである。

SP05は東西幅0.55m、 南北幅0.50m、 深さ0.30mを測り、ピット中に太さ8 omの柱が残る。

SP06は東西幅0.35m以上、南】ヒ幅0.50m、 深さ0.18mを測るピットで、一部上層からの

落ち込みと切り合う。SP07は東西幅0.40m、 南北幅0.38m、 深さ0。 15mを測り、ピット

中に根回め石が残る。SP08は東西幅0.35m以上、南北幅0,35m以上、深さ0.20mを測り、

ピット中に太さ10cmの先端が平坦な柱が残る。

H―SP09～ 11…T11か ら検出したSP09は東西幅0.55m、 南北幅0.90m、 深さ0。56mを測り、ピット中に柱の

残る柱穴である。SP10、 ■は1/2程度の検出であったが、柱と礎盤石をもつ柱穴である。
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第 5章 保育棟の調査成果

2.保育棟 第 2面出土遺物 (遺構外 )

保育棟第2面において、遺構内から遺物は出上していない。よって、遺構外出土遺物のみ掲載する。

保育棟第 2面遺構外出土遺物 (第40図 )

ここでは第 2遺構面直上から出土した遺物を、遺構外出土遺物として取り扱う。

H―Tl出土遺物

ゴミ層中から出土した127。 128は、肥前陶器の胎土目皿で、九陶 I-2期 (1594～ 1610年代)を示

す。128は高台内に「+」 と墨書される。

H―T2出土遺物

遺物は深掘り部分の駆 中から出上した。1291ま中国磁器 (景徳鎮)の皿である。

H―T3出土遺物

130は上野。高取系の陶器の大皿で、17世紀前半を示す。131は肥前陶器の胎土目皿で、高台は碁笥

底で高台内に「十」と墨書される。1321ま肥前陶器の大皿で、銅緑釉が施釉される。133は肥前陶器の

碗である。134は肥前陶器の胎土目皿で、灯明に転用された痕跡をもつ。135は肥前陶器の胎土目皿で

ある。131～135のいずれも九陶 I-2～ Ⅱ期 (1594～ 1650年代)を示す。

H―T8出土遺物

遺物は第 2面のやや深い位置で検出した。136は肥前陶器の揺鉢で、播り目はやや磨滅しており、底

部に糸切り痕跡をもつ。

0            1:3          10cm
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第 4節 保育棟調査成果のまとめ

0           1:3         10cm
第40図

第 4節 保育棟調査成果のま
保育棟 第 1遺構面

保育棟第 2面遺構外出土遺物

とめ

第 1遺構面は、現地表面から撹乱土を除去

して精査を行い、標高1.30～ 1.20mで検出した。

以下に第 1遺構面の調査成果として、検出

した主な遺構・基盤となる造成上 。出土遺

物・第1遺構面の年代観について示しておく。

検出した主な遺構として、礎石建物跡が挙

げられる。礎石建物跡の規模は、東西 2間半

(約 5m)以 上×南北 9間 (約17.5m)以上

を波1る 。調査区内中央から南側へかけて屋敷

の主体部が展開していたものと捉えられる。

調査区内北半での土坑や礎石などの遺構検

出はなかったため、北側は屋敷地内の空閑地

であった可能性が高いものと推察する。

基盤となる造成土は、黄灰色砂質土や灰色

シル ト質土などのY層を主な基盤層としてい

る。また、Y層上層では焼上の堆積が確認され

たことから火災の痕跡をうかがわせている。

0       1:400     1om



第 5章 保育棟の調査成果

遺物は、肥前陶磁器が多く出土した。遺物の時期は九陶Ⅲ～Ⅳ期を示すものが中心に出土した傾向

にある。その他に備前の浅鉢や在地系のロクロ成形の土師器皿などが出土した。

また、H―T7か ら中国産磁器を検出しているが、この トレンチだけ突出して古い時期を示している

のではなく、伝世品の可能性や遺構外からの出土であるため、撹乱などにより下層と混同して出土し

た可能性が考えられる。

出土遺物の概観から、第 1遺構面は17世紀末 (松平前期末)か ら19世紀前半 (松平後期)ま での遺

構面であると考えられる。

保育棟 第 2遺構面

ヨ          副
第 2遺構面は、第 1遺構面から0.30mほ ど

掘り下げて精査を行い、標高1.00～ 0.80mで

検出した。

検出した主な遺構は、掘立柱建物跡のピッ

ト群である。検出した柱京は調査区内一部の

検出に留まり、建物跡の規模の復元までには

至らなかったが、屋敷地の表口周辺部分に掘

立柱建物の存在をうかがわせる。ピットには柱

や礎盤石が遺存しているものも含まれていた。

基盤となる造成土は、灰色粘性土 (シル ト

質含む)を基盤層としている。棘 ・B棟で

検出した第 2面基盤層の検出標高と当地の第

2面検出標高を比較すると、標高が約20cm程

|       キ       1       度高
い位置で遺構面を検出していることにな

る。層位の確認のため、一部サブトレンチを
m 
設定し、深掘りを行ったところ、標高0,60m付

近で解 を確認した。この結果から、A棟・B棟・保育棟の 3地点において、平均して標高0。60mに婦 が

堆積していることが明らかとなった。鰐 以下の旧地表面 (I層 )の検出面は標高0.30～ 0。25mであった。

遺物は、肥前陶器の占める割合が多く、大半が胎土目のものであった。遺物の時期は九陶 I-2～ Ⅱ

期のものが中心に出上した傾向にある。その他に中国産磁器 (景徳鎮)や銅緑釉の肥前陶器の大皿、

上野・高取系陶器の大皿など、古手の遺物が多く出土している。

出土遺物から考察する年代観は、概ね17世紀前半 (堀尾期)から17世紀中頃 (松平前期)を示すものと

考えられる。ただし、遺構の検出標高や基盤層を含めて考察した場合、第 2面の年代評価は異なってくる。

第 2面は、躯 検出高0.60mよ りも高い位置の標高1,00～ 0.80mで遺構を検出したことや解 より1

層上層で検出していることを積極的に捉えた場合、畑雷は1607年以降の堀尾期造成面とし、今回検出

した第 2面基盤層は、1634年以降の京極期もしくは1638年以降の松平期前期の造成面と評価したい。
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第 1節 母衣町周辺における玩況地盤と旧地表面 (I層 )の検出標高の比較

括

第 1節 母衣町周辺における現況地盤と十日地表面(I層)の検出標高の比較
ここでは、松江市殿町～母衣

町に特化して旧表土 (I層 )に

ついての検出標高の比較検討

を行い、十日地表面からわかる城

下町造成以前の周辺環境の復

元を示したい。特に今回の調査

成果により、母衣町南北軸での

旧地表面の検討が可能となり、

現段階までの城下町遺跡発掘

調査によって確認 された旧地

表面の検出標高を併せて提示

しておく。また、検出標高が示

す殿町～母衣町地内の旧地表

面の推移は、各調査地点の成果

を基に東西軸・南北軸と個別に

設定して検討した。第41図は、現在までに発掘調査が行われた地点を示す。地点①の家老屋敷跡では

遺跡が良好な状態で遺存し大規模な発掘調査を行うことができ、遺構・遺物ともに松江城下町遺跡発

掘調査において指針となる調査成果が得られている。最新の調査成果から、地点⑩において、水田畦

畔の遺構が検出され、I層を水田耕作土として使用していたという新たな知見が報告されている。

東西軸について (地点①～地点① )

表 5のグラフで示すとおり、地点①での旧地表面は標高0。 92～ 0。88mの高さで I層の堆積を確認し

ている。城山北公園線改良工事予定地内の松江城にいちばん近い地点②では標高0,79mで I層を確認

しており、東西軸ほぼ中心部の地点⑤では標高0,49m、 西端にあたる地点⑪では標高0。 12mで I層を確

認した。これらの結果から、城下町造成以前の旧地表面は松江城に近い西側地点が高く、東方へ向か

うに従って徐々に低くなっていることが認められる。また、城下町造成以前は低湿地であったと考え

られているが、殿町・母衣町では標高がやや高い位置から旧地表面が検出されているため、旧地表は

水面よりも上面に露出し、乾燥していた土壌であった可能性が高い。そのため、I層 (有機質土)の

うち分解が進んでいる土壌が黒褐色を呈する旧地表面として遺存しているものと推察される。今後、

旧地表面土壌の分解・未分解が分岐となる地点の検出により、城下町造成以前の水面や当時の人々の

活動範囲などが解明できるものと考える。

南北軸について (地点③～地点① )

南北軸北端の地点③での旧地表面は標高0.30mの 高さで I層の雄積を確認している。城山北公園線
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第41図 松江圏都市計画図での比較地点 (殿町～母衣町 )
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改良工事予定地内の大手前線道路に面した地点③では標高0.28mで I層 を確認。今回調査を行った保

育棟建設予定地内の地点①では標高0.28m、 B棟建設予定地内の地点⑫では標高0.38m、 棘 建設予定

地内の南北軸南端地点⑬では標高0.40mで I層を確認している。これらの結果から、母衣町の南北軸

では、狭義ではあるが高低差がほとんどないほぼ平坦な旧地表面であったと捉えられる。
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第 2節 発掘調査の成果と今後の課題
前節において、母衣町周辺における旧地表面の検出標高の比較を取り上げた。ここでは、本遺跡の

発掘調査成果を踏まえて、調査地ごとに屋敷跡の時期 (堀尾期・京極期
。松平期)の変遷を示したい。

ただし調査の結果から、△棟調査区北半とB棟調査区は同一の屋敷地内と考えられるため、まとめて考

察を行うこととする。さらに、今回の調査のもっとも大きな成果として、棘 調査時において検出し

た屋敷境が挙げられる。この屋敷境を主軸として、調査成果および絵図面や文献史料を含めて検討し、

調査地に該当する松平期の屋敷地の景観復元を試みたい。

今回の調査地点は、対東・B棟・保育棟の 3地点が該当し、 3棟合計で51箇所の調査区を設定して調査

を実施した。また、調査箇所は建物予定地内のうち、地下の遺跡に影響が及ぶ部分 (建物基礎杭部分・

地下ピット部分・地中梁部分)であり全面発掘は行っていないため、可能なかぎりの遺構検出・遺物の

採取に努めたが、遺構の全容や連続性の確認が十分にできなかった点があることをご了解いただきたい。

1.屋敷地の拝領者の変遷

屋敷地の拝領者名や禄高は、絵図や「出雲・隠岐堀尾山城守家中給知帳」「京極高次分限帳」「列士

録」などの文献史料から判明している (第 2章―第 3節 )。 ここでは、堀尾期・京極期・松平期におけ

る代表的な松江城下町絵図をもとに、屋敷地の変遷を示しておく。

堀尾氏が藩主の時代に、最初に屋敷を拝領したのは棘 】ヒ半及びB棟に比定される森家 (禄高600石 )、 A

棟南半に比定される塩津家 (禄高200石 )、 保育棟に比定される百々家 (禄高600石)で『堀尾期松江城下

町絵図』(元和 6～寛永10年 〈1620～ 33年〉)に名がみえる。この後、寛永■年 (1634年)に京極氏が藩主

となり、棘 北半及びB棟に比定される斎藤家 (禄高1300石 )、 棘 南半に比定される村上家 (禄高400石 )、

保育棟に比定される大塚家 (禄高580石)の屋敷地となる。寛永15年 (1638年)に松平氏が藩主となり、

松平氏の家臣の屋敷地へと交代する。『松平期松江城下町絵図』(万延元～文久元年 (1860～ 61年〉)によ

ると、棘 北半及びB棟に比定される高橋家 (禄高500石 )、 棘 南半に比定される池田家 (禄高120石 )、 保

育棟に比定される太田家 (禄高300石)の名がみられ、「武家屋敷明細帳」からもその名を照合できる。

松平期は233年間の長い統治期間であり、その間に何度か屋敷替えに伴う居住者の交代が行われて

いる。このため、松平期における屋敷の拝領者は数名存在していることが文献史料から読み取れるが、

数年～数十年単位での居住者の特定は火災の痕跡や墨書木簡などの文字史料の出上がない限り、考古

学的な知見からは難しいのが現状である。

2日 屋敷境から復元する松平期の屋敷地 (第42図 )

棘 調査区中央部で東西に延びる屋敷境を検出したことにより、江戸時代後期の屋敷の特定が可能と

なった。この屋敷境は第 1遺構面で検出され、遺構の年代は遺物の概観から18世紀～19世紀前半を示す。

屋敷境の基軸方位はE-3,7° 一Sで、この軸は市道母衣町大橋川線の南北道路軸に直交している。これま

での松江城下町遺跡発掘調査で検出された建物跡や屋敷割の清、道路などの基軸とほぼ同様の傾きをも

つ。屋敷境は1条の清で、両側に2段の石垣が積み込まれる。また、境界であるともに排水機能の性格を

もち、調査地西側から東側への傾斜を持たせており、東側道路に面する石組水路への排水を行っていたも

のと考えられる。松平期絵図から、屋敷が南北に隣接する高橋家と池田家の屋敷境と判明し、さらにそれ
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第42図 武家屋敷明細帳にみる高橋九郎左衛門の屋敷地と屋敷の推定範囲 (松平期後期 )
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を裏付ける史料に松平期の屋敷拝領者の資遷が書かれた武家屋敷明細帳がある。この史料と今回の発掘調

査成果を整合すると、高橋家の屋敷地の規模 (表口)が現地での測量成果とほぼ一致する結果となった。

第42図のとおり、高橋家の屋敷の向きは東向きで、表回は26間 3尺 5寸 (52.03m)、 南入は26間 4

尺 5寸 (52,34m)、 後は26間 2尺 (51.56m)、 北入は26間 5尺 (52.47m)と 記される。現地測量では、

棘 調査区で検出した屋敷境石垣の高橋家側 (北側石垣天端)を基点として、B棟調査区北側の石組水

路までの直線距離の測量を行った。結果、直線距離は51.50mを測り、史料に記載されている表口の規

模 (52.03m)と ほぼ一致することとなった。これらの成果から、棘 調査区北半～B棟調査区は高橋

家の敷地であることが確実となった。(1間 =196cm l尺 =30。3cm l寸 =3.3cmと して換算 )

さて、ここでひとつ問題なのが、屋敷境石垣 (溝)の所有権及び管理はどうしていたのかという点である。

今回の調査成果では石垣の石材は屋敷地によって違うことや、それに伴う造成上の使用も屋敷地ごとに違

うという結果であったため、明確に屋敷地の線引きはなされていたものと考える。近隣の家老屋敷跡 (殿町

287外)の調査事例から堀尾・京極期の屋敷境は、一方の屋敷が所有していたとの報告があり、溝の管理は

屋敷ごとに行っていたという見解に至っている。しかし、今回検出した屋敷境石垣 (溝)は排水機能をもつ

清であるという観点から考察すると共有物であったと捉えられる。屋敷間での些細なやりとりにまで及ぶ可

能性も考えられるが、松平期では公共のものであるという意識の方が高かったのではないかと推察する。

3.遺構からみた屋敷内の土地利用

(1)A棟 [松江城下町遺跡 :母衣町127-2]、 B棟 [松江城下町遺跡 :母衣町128]

A棟調査で検出された第 1面の遺構は 8基、出上した遺物は124点 (破片数含む)、 総重量は約10kg

である。第 2面の遺構は■基、出上した遺物は41点 (破片数含む)、 総重量は約3.5kgである。B棟調

査で検出された第1面の遺構は約40基、出土した遺物は96点 (破片数含む)、 総重量は約7.7kgである。

第 2面の遺構は10基、出上した遺物は28点 (破片数含む)、 総重量は約 l kgである。遺構の種類は、土

坑 。溝・ピット・屋敷境 (溝 。石垣)・ 井戸・ゴミ穴・掘立柱建物の柱穴・素掘りの大清で、土坑の
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切り合いは最大 2回で、分布が集中する場所と何もない空間がある。

棘 調査区は、前述した屋敷境を境界として南北に隣接する2つの屋敷地の縁辺部分を調査し、B棟

調査区は、屋敷地の北側縁辺部分を調査したこととなる。また、調査結果から棘 調査区北半とB棟調

査区は同一の屋敷地内であることが判明している。屋敷の主体 (建物部分)は棘 とB棟の中間部分に

あたるものと考えられ、調査地が縁辺部であったためか明瞭な建物跡は検出されなかった。

A棟第 1面で検出した屋敷境は、17世紀前半の堀尾期では幅1,7m・ 深さ0.6mを測る素掘り溝であっ

たが、松平期になると石垣を構築し、溝幅も0.8� と狭くなっている。屋敷境溝が素掘りの溝から石垣

へと移り変わってゆく画期となる事象は、嵩上げ造成と考えられる。嵩上げ造成の契機は、ひとつに

藩主の交代による家臣団の屋敷替えに伴う造成、もうひとつは洪水などの災害に対処するために石垣

を敷設するなどして地盤をより強固にする必要があったためと推察する。

土坑やゴミ穴は数十基検出しており、特にB棟第 1面での検出が多い。屋敷の主体は棘 とB棟の中

間部分であるため、主体部ではない縁辺部は日常的なゴミ捨て場として利用していた空間ではないか

と考える。また、A棟・B棟第 1面において瓦などを含む大形の土坑を検出しているが、これらは屋敷

の何らかの画期に際してゴミなどを投棄して埋められた土坑と考えられ、その契機は屋敷替えによる

家屋の解体ではないかと捉えている。19世紀代の陶磁器の破棄が多く目立つことなどから、明治維新

に伴う屋敷引き払い時に生活用具を捨てていったものと理解される。

棘 第 2面では、掘立柱建物跡SB01や大形の廃棄土坑が検出された。掘立柱建物跡SB01については、

土層断面で確認した素掘り溝と重複する位置で検出しているが、素掘り溝を埋め戻した後に掘立柱建

物を構築したものと考えられるため、多少の時期差が生じているものと思われる。

B棟第 2面では、東西。南北の道路に沿う形状で、逆L字状に素掘りの大溝の落ち込みを確認してい

る。清端部のみの検出に留まり、溝幅や深さなどの規模は不明であるが、解 からの掘り込みであっ

た。また、B―T23に おいて大溝の結合部分は確認できなかったが、大溝の分岐点端部 (合流地点か)

を確認している。城山北公園線改良工事予定地内の大手前線道路発掘調査成果では、道路と並行する

位置に素掘りの大溝の検出が顕著に見られ、大溝の構築時期は城下町造成当初の堀尾期と考えられて

いる。今回検出した大溝も同時期の所産と思われ、大手前線道路以外の地点でも、屋敷割や区画整備

のための大溝掘削を城下町造成初期段階に行っていたことがうかがえる。

(2)保育棟 [松江城下町遺跡 :母衣町198-1]

保育棟調査で検出された第 1面の遺構は礎石建物跡のみで土坑やピットは検出していない。出土し

た遺物は36点 (破片数含む)、 総重量は約3.2kgで ある。第 2面の遺構は15基、出上した遺物は39点 (破

片数含む)、 総重量は約 3 kgで ある。遺構の種類は、礎石・土坑
。ゴミ久・掘立柱建物の柱穴であった。

保育棟調査区は、堀尾・京極期絵図に比定される屋敷地の表日付近を調査し、松平期絵図に比定さ

れる屋敷地の中央部付近～南側部分を調査したこととなる。

第 1面では、調査区内北側での遺構検出はなかったが、中央部付近から南側において、礎石列を確認し

ている。礎石は半問～ 1間の間隔で並んでおり、礎石建物の検出規模は東西 5m以上・南北17.5m以上を測

る。調査成果から、屋敷の中央部付近より北側は空閑地で中央部より南寄りに屋敷があったものと考える。
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第 2面では、土坑や掘立柱建物の柱穴を検出した。建物の復元までには至らなかったが、保育棟の

調査成果として、大規模な発掘調査を行った家老屋敷跡 (松江城下町遺跡 :殿町287外 )の建物の変遷

と同様に、掘立柱建物から礎石建物へと移り変わっていく建物の変遷を示すものとして捉えている。

4.遺物が示す遺構面の年代観

A 棟―第 1遺構面 (標高1.20～ 1.00m。基盤層:Y層 )・……………・………。 17世紀末～19世紀中頃

第 2遺構面 (標高0.75～ 0.60m。基盤層 :灰色砂層、州動 ・―・……・… 17世紀前半～17世紀中頃

B 棟―第 1遺構面 (標高1.20～ 1.10m・基盤層 :Y層 )。…Ⅲ………………・… 17世紀末～19世紀前半

第 2遺構面 (標高0.80～ 0.60m・基盤層払層)・…Ⅲ………………Ⅲ… 17世紀前半～17世紀後半

保育棟―第 1遺構面 (標高1.30～ 1.20m・基盤層 :Y層 )。一・…Ⅲ……………… 17世紀末～19世紀前半

第 2遺構面 (標高1.00～ 0.80m・基盤層 :灰色粘性～シル ト質土)… 17世紀前半～17世紀後半

5.遺物の組成 (A棟・ B棟・保育棟 )
A 棟 (総破片数311点 )… 磁器33.4% 陶器49.5% 土師器4.8% 焼塩壺0.6% 土製品2% 瓦2%

金属製品0.6% 木製品3.6% 骨角類0.6% ガラス類2.6% その他0.3%

B 棟 (総破片数286点)… 磁器35% 陶器43% 土師器7% 焼塩壼0% 土製品1% 瓦1%

金属製品0,3% 木製品9.4% 骨角類0% ガラス類2% その他1.3%

保育棟 (総破片数130点 )… 磁器36.2% 陶器35.4% 土師器15.4% 焼塩壼0% 土製品2.3% 瓦3%

金属製品0% 木製品5.4% 骨角類0% ガラス類0% その他2.3%

6.今後の課題と展望

近世松江城下町遺跡の本格的な調査は平成18年に始まり、現在までに7年間の蓄積があるが、まだ未解

明な部分が多い。屋敷の構造については地域特有の建物構造や敷地利用があると思われる。発掘調査で

得られる情報は、近世都市の諸施設の変遷を明らかにし、当時の生活ぶりを如実に示してくれる重要な要

素なのである。今後は、どのようにして城下町の整備を行っていたのか、そして都市として発展させてい

くためにどのような過程をたどっていたのか、城下町発掘調査から明らかとなっていくことを望みたい。

今回の調査は中心市街地にも関わらず、827ド の調査面積が協力頂けた。調査に御協力して頂いた

事業者及び工事関係者の皆様に記して深謝の意を表したい。

註

註 1 松尾寿『松江市ふるさと文庫 5 城下町松江の誕生と町のしくみ―近世大名堀尾氏の描いた都市デザイン
ー』「Ⅲ.城と城下町の建設 城下町誕生前の末次・白潟」松江市教育委員会 2012隼

註 2 山根正明『松江ふるさと文庫 6 堀尾吉晴城一松江城への道―』松江市教育委員会 2009年
註 3 岡宏三 F松江藩の時代』「中世のプレ松江」山陰中央新報 2008年
註 4 末次城の所在に関しては2説あり、F島根県誌』では荒隈山にある丘陵にあったとされ、F松江市誌」などでは
亀田山にあったとされる。文献では出雲守護佐々木氏の支流末次氏がこの一帯を支配していたとされ、戦国時

代の天文元隼 (1532年 )に尼子経久の次男塩冶興久が謀反を起こしてこの城を攻めたとされる。その後、江
戸時代になり、堀尾氏により亀田山に松江城が築かれたため、末次城の遺構は消滅しているものと思われる。
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・松江市文化財調査報告書第148集『城山北公園線都市計画街路事業に伴う松江城下町遺跡発掘調査報告書 1』

島根県松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興事業団 2012年 3月
・松江市文化財調査報告書第139集 F松江城下町遺跡 (殿町287番地)(殿町279番地外)発掘調査報告書一松江歴史
館整備事業に伴う発掘調査報告書―』島根県松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興事業団 2011年
・島根県中近世城館跡分布調査報告書第 2集 F出雲、隠岐の城館跡』島根県教育委員会 平成10(1998)年 3月
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表 6 出土遺物観察表
日赤A棟
■
点
出
地 番号 還橋面 種別 器種 器 形

法   量    (cm)
生産地

九陶編年
(期 )

備 考
地
代
産生
年口径 底径 器 高 その他

地下
ピット

石垣濤中 陶器
ままごと
道具

土瓶形 外商 :施釉 回転糸切り

石垣北 陶器 碗 呉器手形 肥 前 対外面 :施釉 畳付 :無釉
石垣溝中 陶器 碗 肥前系 A外面 :施釉 畳付に砂目
廊垣南 磁器 皿 蛇の日凹型高台 肥前 外面 :施和、畳lNl:無釉 肉面 !施釉、五弁花文
石垣商裏込 銅 銭貨 径:2 36cm 厚■00m 重:2ワ牧 寛永通賞 (ハ員賓) 1697～ 1781

1面 (SK04) 陶器 腕 京信系

1面 (SK04) 陶 器 続 肥前

1面 (SKl14) 陶器 腕 石 見 石見/1t 内外面 !施利,
17111年代末
以降

1面 (SKl14) 土師器 焼塩壺 ップ形 泉州系 刻印なし 焼塩藍イWII編年皿期
1面 (SKl14) 磁器 硫 広束形 � 内外面 :施釉、染付け

1面 (SK04) 陶 器
灰吹
(灰落 じ)

京都 京焼 内外面 :施釉

1面 (S率 04) 磁器 皿 肥前
面
付
外

畳
染付け、焼接ぎ番号あり「キ三十九」、砂目
無釉

1面 (SK04) 磁器 一削 内外面 :施釉 見込み :蛇の目釉副ぎ、コンニャク日
'判

1面 (SKl14) 陶器 鉢 在地系 外面 !施釉 内面 :施 Xli、 胎上日 底部 :束 J突痕 1750年以降

1面 (SK04) 磁器 大 Ll 蛯の目凹型高台 肥前 波佐見lyt 外面 :施釉 内面 :施釉、蓮単文、革文

1面 (SKl15) 陶器 腰白董 信秦
鉄釉 外面 :施釉 四耳壺か
長石粒を含む堅級な白色の胎■

〔700年 代

地中梁

1-T2問 陶器 灯 明皿 声信系 外面 :口縁部のみ施釉 内面 :施釉 1700年代

r10-T12問 陶器 碗 一団 Ⅲ～lV 京焼風 外面 :高台部まで施為I 内面 !施釉
1～T2間 陶器 碗 ぼてぼて茶碗 布志名 宝珠文 内外面 :施釉 1868年 以降

1刊 近 磁器 皿 肥前 大明成化年製か 内外面 〔染付け 骨伺 :無釉
磁 器 皿 月巴甫打 巴付 :無釉 高台に砂目

1面 磁器 仏飯器 〓刷 外面 :毀瑞文様

1面 磁 洛 皿 肥前
畳付 :無釉 見込み :五弁花コンニャク印判
高台内面に砂日

1面 土師器 焼塩■ ップ形 胴径 :79 泉州ス 「サカイ/泉州磨生/□塩所1 娩塩
=小
川縞年1期

1面 磁器 大入 享削 外面 :加釉 780

1面 磁器 碗 肥前 高台内「冨資長Tr」 見込み:五弁花
1面 磁器 碗 肥 前 外面 :氷裂文様

1面 磁器 肥前 衛Л台染付 母任 :蕪釉

1面 磁器
灰吹
(灰落し)

肥前 外面 :施釉 内面に灰付新 1700年代

A― Tr。
1面 磁器 猪 口 一削 殉外面 :施釉

1面 陶器 碗 京信系 外面 :施釉 注連組支様 畳付 :無釉 内面 :施れt
1面 ltJ器 在地ス 市志名か 外面 :施れこ 母付 :無釉 尚面 :施Fu 1750年以降

磁器 菊皿 lG前 旬胎梁付

1面 上師器 土錘 (32) 重 在地系

1面 磁器 碗 享削 Ⅳ～V 日縁内面に四方程文 外面に草花文

A― TB

1面 上師器 灯明皿 在地系
外面 :回転ナデ、回転糸切り 内面 :回 転ナデ
ロ縁1内外面に油煙痕

1面 磁器 碗 高台内「大明J 外面 〔染付1)畳付無油
1面 磁 器 碗 広束形 1巴前 内外面、高台内面 :染イ寸け 1810～ 1840

1面 磁器 硫 議 広束碗護部 単剛 V 内外面 :染付け

1面 彪器 aL 広束形 ▼則 V 内外面 :染付け 畳lNl:無釉
2面 (SD02) 陶 器 腕 辛刷 ] 内外面 :施釉

2面 (SD02) rZfJ器 碗 丸形 肥前 I-2～ Ⅱ 内外面 :施釉
2面 上 (SK08) 木製品 下駄 丸型連蘭下駄 209× 76 厚 : 木取 り :柾 日

木Tx品 杓子か 杓子形 ×66 厚 高 :33
^取
り:柾目

2面上 (SKl18) 木製品 曲物 底板 厚 内外面 側面 :ケ ズリ 桜皮が僅かに残る 木取り:柾 目
2面 (SKl19) 土師器 灯明皿 手糎ね 京都系 口縁内外面に油煙痕

2面 (SIC09) 約器 碗 一副

2面 (SKl19, 約器 皿 辛酬 ロー1 外面
:無釉、砂日、畳lNl研磨

内面 :施釉 (疎 らにldt釉部分あり)、 砂目

2面 (部09) 陶器 土瓶 単剛 注目部 釉掛け
2面 (SK09) 陶器 学削 1-2 外面 :一 部施釉 内面 :施釉
2面 (SKl19) 木製品 下駄 角型差込下駄 150×90 高 :49 木取り:二方柾

2面 (SIC09) 木製品 漆椀 /1・面 :赤漆塗 り 内面 :黒漆塗りに草花文
2面 絢器 硫 呉器手形 肥前

2面 陶器 揺鉢 肥 前 B 外面 :回転ナデ 内面 :揺日、重焼痕
2面 下 駅滑 イヌ :尺骨 (細 )右前足  イヌ :上腕骨 (太 )左前足

A―T8

I用 上面 陶器 皿 革酬 ] 外面 :上部施釉 内面 :施釉
I層 上面 FtV器 舟巴前 I-2～ Ⅱ 内外面 :施釉

1脳 上面 上師器 灯明皿 在地系 本面 〔回転ナデ、糸切り 内面 :回転ナデ
I層 上面 陶器 鉢 ▼Ш ロー1 外面 〔鉄絵 内面 :施釉、擦猿
I帰 上面 土師器 灯明皿 手捏ね 京都系 外面 1回 ほナデ、ナデ 底部に植物痕跡 内面 !回 転ナデ
I層 上面 下駄 丸型運函下駄 263× (73)厚 115 黒漆塗り 孔多数 木取り:柾日
I層上面 木製品 下駄 角型差込 ド駄 厚 木取 り :二方柾

日赤 B棟
土
点
出
地 番号 遺構面 種別 器種 器 形 生産地

九陶編年
(期 )

備
生産地

年 代口径 底径 器 高 その他

ピットa 1面 磁器 碗 肥 前 内外面施釉 畳付 :無釉 外面 〔染付け 1650～ lω0

ピットb

1面 (SK01) 陶器 碗 瀬戸 天日米硫 内外面 :鉄釉
1面 (SIt01) 陶器 籍鉢 口縁端部のみ 内外面 :自 然釉 内面に括 り目

1面 (SKl11) 本製品 漆椀蓋
/1面 :黒漆塗 り、三方に二重丸に一つ 日結い文
内面 :赤漆4り

1面 (SKl11) 本製品 漆椀 本面 :黒漆塗 り、三方に二重九に卓花文 内面 :赤漆塗 り
1面 陶器 皿 享硼 外面 :口縁施釉 内面 :施鶏れ、砂目
1画 (SKl15) 土団i各 火IttШ 手捏ね 京都系 日隷剖

`に

油煙痕

[面 (SIt06) lll器 橋鉢
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土
点
出
地 番号 霞橋面 種別 器種 器形 生産地

先陶編年
(期 )

備
生産地
年 代口径 底径 器高 その他

1面 (SIt06) 磁器 碗 辛酬 鉄釉 外面 :高台まで施釉 内面 :施釉
1面 (SK07) 木製品 44× (83)厚 〔12

ピットc

1面 (SK11) 陶器 浅鉢 術前 内外面 :回 転ナデ

1面 (SK11) 骸器 皿 中国 vH州察 漆接ぎ 内外面 :施釉、染付け

1面 (SK■ ) 磁器 碗 肥前 Ш
高台内「大明年製」
内外面 :施釉 外面 :染付け 口縁端部 :紅 畳付 :無釉

1面 桶中 磁器 硫 紅入 平Ｗ Ⅳ 内外面 :施釉 畳付 :無釉 外面 :染付け
1面 欄中 磁器 蓋 一酬 Ⅳ 「大明成化年製」漆接ぎ 内外面:施釉、染付け
1面 桶中 陶器 晩 京信系 外面 :高台まで施釉 内面 :施釉
1面 桶中 陶器 小水注 半月口形 京信系 白盛 (型紙)内外面 :施釉
1面 (SKll) 木製品 下駄 丸型差込下駄 黒漆盗り 木取 り !柾 日
1面 (SKll) 木JA品 曲物 底板 × ( 9)厚 :08 木釘 4ヶ 所 木取 り t柾 目

Ｂ一］

Tll～T14間 陶器 皿 肥前 41 内外面 :施釉

T14 ft47間 磁器 碗 革削 Ⅱ―ク 内外面 :施釉 外面 :染付け
Tll～T14岡 木att品 折敷 木釘 6ヶ 所 内外面に刃痕多数 木取り :II目
1面 磁器 碗 肥前 Ⅲ 内外面梁付け 畳付 :無れH

ピットb

1面 lFfJ器 養
柏み径

在地系 楽山焼か 上面 :施釉 底部 :灰被り

1面 磁器 硫 肥 前 V― ? 波佐見焼 外面 高台内 〔染付け 畳付 :無釉
1面 磁器 刊ヽVc Л巴前 Ⅳ 内外面 !施釉 外面 :源氏香支慰
1面 陶器 皿 辛削 Ⅱ～41 外面 :高台まで施和 内面 :施和、砂日 1630～ 1690

1面 磁器 皿 在地系 内面 :染付け 畳付 :無釉
1面 陶器 在地系

“

志名焼 外面 :上 半分施釉 内面 !施組 1750年以降

1面 rl」器 竹の節高台 打巴前 外面 :上部施れ1 内面 !胎土目
1面刊g 稼器 ml ▼剛 Ⅲ 漆接ぎ 内面 〔染付け 畳付 :無釉、砂日

ピットc

1商 Y)静 中 磁器 碗 Ⅳ 陶胎染付 内外面 :施釉 外面 :染何け
1面削g中 磁器 碗 くらわんか子 肥前系 IV～ V-1 炭佐見焼 内外面 :染付け 畳付 :無釉 外面 :染伺け
1面翻唇中 陶器 揺鉢 須佐 須佐唐津 括り目
1面 磁器 碗 くらわんか子 肥前系 Ⅳ～V―ユ 度佐兄焼 内外面 :梁付け
1面 上師器 在地系 糸切 り

1面 土F.T器 灯明Ⅲ[ 在地系

B―T6 2面 (SK20) 陶器 鉢 肥前 Ⅱ-2 き沖 内面 :施釉 1“ 0～ 1650

ビットa
2面 土師器 灯明皿 京苦F系

口縁瑞部に油khI痕
外面 :回転ナデ、ナデ 内面 :回転ナデのちナデ、指頭圧痕

2面 磁器 碗 肥前 ロ 外面 :梁付け

磁器 lu 碁衝底 中国 景徳錬 内外面 :施釉 畳付 !対 1剥 ぎ
2面 磁器 皿 中国 崇徳銀 内外面 !染付tす 畳付 〔無和I

B―T9 u耳上 陶 器 澁縁 肥 前 u 勺外面 :施釉 内面下部に無釉部分あり
判g中 陶器 腕 一副 Ⅱ

判▼中 陶器 腕 肥前系 Ⅱ 芍外面 :施和

2面 陶器 皿 Л巴前 Ⅳ 銅緑釉かけ分け 外面 :上半部施釉 内面 :施釉
2面 土師器 手れね 京都系

判唇中 木製品 荷札木筒 而面に撃書あり

日赤保育棟
土
点
出
地 番号 遺橋面 種男J 器種 器 形

法  畳  (cm)
生産地

九陶編年
(剤 )

備
生産地
年 代口径 底径 器高 その他

1面判影中 磁器 Im 芙容手 辛酬 Ⅲ 内外面 :染何け

1面削冒中 土師器 灯明皿 在地系
外面 :回転ナデ、回 li糸切り 肉面 :回転ナデ、ナデ
ロ縁部内外面に油煙痕

1面 ■師器 灯明 Il 在地系
外面 :回 lrナデ、回転糸切り 内面 :回転ナデ
ロ縁部内外面に油煙痕

1面 ■師器 灯明nl 在地系
外面 :回転ナデ、回転糸切り
内面 !回 ほナデ、ナデ ロ縁部内外面に油煙痕

1面 磁器 VE Ⅱ 口縁部のみ 内外面 :染付け
1面 陶器 括鉢 享Ｈｌｌ Ⅱ 口縁部のみ 口縁部内外面に施釉 内面に転り日
1面 磁器 碗 口縁都のみ 内外面 :染付け
1面 磁器 ll 中国 景徳錬 全面施釉 内外面 高台内 :染付け
1面 磁器 Il 中国 景徳錬 内外面 :施踊I、 染付 tナ  督付 :砂 日
[面判髯付近 陶器 浅鉢 儒 前 十面 :ナ デ、タタキか 内面 :回転ナデ
1面礎石面 陶器 皿 一則 Il～ IV 外面 :上半部施釉 内面 :施釉 1650～ 1780

1面舵石面 磁器 碗 一刷 lV 旬胎染付 内外面 :施釉 外面 :染刊け

地中梁

薩器 ul くらわんか手 肥前 波佐兄焼 内外面 :染付け 畳付 !無釉
1面 上師器 かわらけ 在地系 日転糸切 り

1面 瓦 肝丸瓦 瓦当面径 :129 厚 :24 瓦当面巴文

1面 磁 器 一剛 Ⅱ-2 内面 :梁イ寸け 畳付 :無釉

2面 ごみ層 陶器 Ll 一剛 I一つ 高0内に「+Jの墨碧 内面 :施釉、胎土目
外面 :上半部施刑1

2面ごみ層 陶器 LL 一則 I―ワ 外面
:上半部施釉 胎土日、孔 (未 Ft通 )

内面 :施釉

2面州曙中 磁器 皿 中F■l 景徳銀 内外面 :施釉 見込み部と外面に革花文か

2面測詈上 陶器 大 皿 】巴前系 上野 高取 外面 !上半部施釉 内面 :施釉

2而嘲曙上 陶器 碁笥底 ▼剛 〔-2 高台内に「十」の墨書 ぬ面 :施釉、胎上日
外面 :上半部施釉

2面刺]上 陶器 一制 I―つ 内外面 :施釉 (銅縁利I)

2面州膏上 陶器 碗 肥前 Π 内外面 :施釉 畳円 :無為ζ

2面堪 上 陶器 皿
一
日‐ I―ク 油煙痕 内面 :施釉、胎上日

外面 :口縁部に施釉

2面A層 上 陶器 「 E 碁笥底 一制 1-2 油煙痕 外面 :施釉 内面 :施釉、胎土目
陶器 揺鉢 Ⅱ JI面 :指頭庄痕、回伝系切り 内面 :揺 り日
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表 7 出土遺物一覧表
A棟出土遺物

※出土週物の点数は 破片も含めてカウン トした。また、接合 して一個体となるものは1点 とカウントした。
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表8 出土遺物一覧表
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出上場所  十 出土電位 (面 ) 計 像器 陶 器 土師器 焼塩壺 土製品 瓦 金属製品 木質選物 骨角頬 ガラス製品 その他

B―T14

悦乱土
点数 5

重互

第 1面
点数 1 1

重量

第 2面
点Alx

董量

B―T15

撹舌し土
点数 1

重量 ゆ lC

第 l lnI
点 数 11 I 2

重量   1,25( 8 S

第 2面
点数

重量

B―T16

悦乱土
点数

勇量

第 1面
ミ教

重モ

第 2面
点数

重量

B―T17

撹乱土
点敷 1

重量   2262 1,55(

第 1面
点数 2 1

重賛 61 84

第 2面
ミ救 0

重量 0

B―T18

撹乱土
点数 5

重見   104〔

第 1面
点 敷 1 1

重量

第 2面
点数 1 1

豆量

ピット

撹乱土
点数 6

重量 74 (

第 1面
点数 2 3

竜量 649 93  (

第 2面
点数

重量

B―Tを0

撹舌し上
点数 3 1

重電 71

第 1面
点数 1 3 1

重量

第 2面
点数 I 1

重量

B一つ よ

撹乱土
点数 3

董員 560

第 1面
点数 8 3

重量 308 1

第 2面
点汲 1 1

竜量

B―η隧3

撹乱十
点数

重量

第 1面
卓数

重量

第 2面
点数

こ量

B―ワ 4

撹舌し土
点数

壼量 14

第 1面
《数 1 1

重量

第 2面
点数 1 6

重呈 307

B棟地中梁

撹乱土
点数

重量

第 1面
点数 1 I 1

重量 2( 3

第 2面
点数 0

蔓量 0

撹舌L土
R数 162 71 0 0

重電  12,432 2,84` 8184 0 0 63′

第 1面
点数 2( 13 0 0 2

三量   7,674 1,36千 671 O 1,89( 0

第 2面
,ミ数 0 1 0

重量 91 5 567 0

B棟総計
点 敷 28( 3 1

重量   21,08〔 4 2,463

65



表 9 出土遺物一覧表

撹乱土

第 1面

第 2面

保育棟総尉
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図版 1(A棟 )

A棟 (奥 )。 B棟 (手前)調査前全景 (北西から) 西壁土層 (東から)

躍巽ご
鰈 勇

A―¬1北壁土層 〔A層堆積の変化〕(南から)

ｆ
ｒ

ｆ
到
剥

A―Tll SKll完掘状況 (北西から)A一T81層上層ンダ敷き検出状況 (北から)



図版 2(A棟 )

A‐地下ピット部分 第 1面 屋敷境石垣検出状況 (北東から)



図版 3(A棟 )

A―地下ビット部分
屋敷境石垣 (東から)

A―地下ピット部分
南側石垣手前
竹組検出状況 (北から)

A‐地下ピット部分
第 2面 SP04断面 (西から)

市
争

∵
為

……″
力0‐ダ!~FT



図版 4(A棟 )

A棟 地中梁
調査状況 (西から)

A4A東側中央部
屋敷境石垣検出 (西から)

A―T12西隣
方形石組井戸SE01
検出状況 (西から)

予摂i響ヤ一一韓】
オ



図版 5(B棟 )

奪|
ri:IⅢ I

B―T4西壁土層 (東から) B―T5第 2面 A層検出状況 (南東から)

B―T6西壁土層 (東から) B―T8来待石製井戸SE01検出状況 (南東から)

B―Tll井戸SE02断ち割り状況 〔上方は来待石製、下方は本製の井戸枠〕(1ヒから)



図版 6(B棟 )

す
一一が

B― ピットc第 1面 土坑・礎石検出状況 (北西から)

B‐ ビットc木桶検出状況 (南から) B―ピットc SKll半哉 (南から)

B―T20第 2面検出状況 (南東から) B―T23第 2面 素掘り溝分岐点
A層落ち込み状況 (北から)



図版 7(B棟 )

B―T24南壁土層
(北から)

B棟 地中梁調査状況
(西から)

B棟 地中梁
BぃT17-BぃT20間
北壁土層 (南東から)



図版 8(保育棟 )

H―T5北壁土層 (南から)

H―T8西壁土層 (東から) H一T9第 1面 礎石検出 (南西から)



棘 出上遺物 (松江城下町遺跡母衣町127-2)

図版 9(A棟 )
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図版10(A棟 )
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図版11(A棟・ B棟 )
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B棟出土遺物 (松江城



図版12(B棟 )

ー 韻

一一鞠
|1糾
ム`
軒     79

84

騨 i

発1貶

堂′
紗!工

脇 藝



図版13(B棟 )
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図版14(保育棟 )

保育棟出土遺物 (松江城下町遺跡母衣町198-1)
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図版15仏棟・B棟・保育棟 )

撹乱層中出土遺物

1玉縁式丸瓦
2肥前磁器碗蓋 [広東碗](1780～ 1860年代)
3肥前磁器碗蓋 [広東碗](1780～ 1860年代)
4布志名焼 備前写し皿[土屋窯か](1780年以降)
5在地系磁器碗(19世紀以降)
6ミニチュア陶器 ]可金
7在地系磁器小杯
8在地系陶器小杯[高合に番号あり](昭和期)
9薬瓶[星製薬株式会社](明治39年～)
10薬瓶[弘済薬院](明治末～大正期)
11 薬瓶か[INABATAl

棘 撹乱土中

1須佐唐津悟鉢
2在地系陶器碗
3肥前磁器碗 [広東碗](1780～ 1860年代)
4布志名焼小杯[鍛冶山窯:力印あり](1868年以降)
5肥前磁器皿(1690～ 1780年代)
6薬瓶[松江製剤](昭和期)
7御神酒徳利(19世紀代)
8薬瓶[OXYFULLオ キシフル](昭和期)

B棟鶴乱土中

1在地系陶器蓋
2在地系陶器蓋
3肥前系磁器小皿[銘 :奇工珍玩](1780～ 1860年代)
4肥前系磁器皿[印版手:型紙招り](19世紀以降)
5肥前磁器小碗[みじん唐車文様](1780～ 1860年代)

保育棟撹乱土中
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礎石建物跡や土坑などを検出 し

た。



松江赤十字病院別梼建設に伴う

松江城下町遺跡
(母衣町127-2)(母衣町128)(母衣町198-1)

発掘調査報告書

平成25(2013)年 1月

発行 島 根 県 松 江 市 教 育 委 員 会
財団法人松江市教育文化振興事業団

印刷 い谷口印刷
島根県松江市東長江町902-59






